
新年のごあいさつ
知事のふるさと訪問
新春初詣イベント情報
合同公売会
なぜなぜ人権
矢部ある記④－「南北朝ゆかりの老松天満宮」
平成25年分の申告が始まります

【今月の主な内容】
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黒木町田代地区で12月8日㈰、県指定の無形民俗文化財
「田代の風流」が行われました。おしろいを塗って扮装し
た奴姿の男衆たちが沿道を練り歩き、「人

にんじべい

柱壁」が長さ4
㍍の毛槍を投げ渡す鮮やかな竿さばきやはさみ箱が道中
文句を披露すると沿道からは歓声が上がっていました。

ユーモラスに練り歩く
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝

か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
初
春
を
迎
え
、
豪
雨

災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
と
発
展
の
た
め
に
30

人
の
市
議
会
議
員
一
同
引
き
続
き
努
力
し
て

い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

近
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
平
成
23

年
３
月
に
は
東
日
本
大
震
災
と
津
波
被
害
に

よ
る
福
島
原
発
の
放
射
能
事
故
、
平
成
24
年

7
月
に
は
九
州
北
部
豪
雨
で
筑
後
地
区
も
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
昨
年
は
記
録
的

猛
暑
の
影
響
か
ら
か
、
30
を
超
え
る
台
風
が

発
生
し
た
り
、
大
型
台
風
が
近
づ
い
た
り
と

心
配
し
ま
し
た
。
大
気
汚
染
の
深
刻
化
も
問

題
と
な
り
ま
し
た
。
地
球
規
模
で
の
温
暖
化

が
進
ん
で
い
る
影
響
で
し
ょ
う
か
、
世
界
各

地
で
想
像
を
超
え
る
よ
う
な
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
自
分
で
、
地
域
で
、
自
治
体
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
災
害
か
ら
身
を
守
る
こ
と
を
常

に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

災
害
へ
の
対
応
に
限
ら
ず
、
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
、
中
山
間
地
域
や
商
店
街
の
活
性
化
、

地
方
公
共
交
通
の
将
来
の
方
向
性
な
ど
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
地
方
分
権
が
進

め
ら
れ
、
自
治
体
の
自
己
決
定
と
自
己
責
任

が
拡
大
す
る
中
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
着
実
に

ク
リ
ア
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

開
か
れ
た
議
会
、
市
民
と
と
も
に
歩
む
議

会
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
存
在
感
の
あ
る
議
会

を
め
ざ
す
こ
と
を
理
念
に
掲
げ
て
い
る
「
八

女
市
議
会
基
本
条
例
」
を
最
高
規
範
と
し
て

常
に
念
頭
に
置
き
、
議
会
機
能
の
一
層
の
充

実
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
決
意

も
新
た
に
市
議
会
の
活
性
化
と
改
革
に
取
り

組
み
、
八
女
市
を
さ
ら
に
魅
力
あ
る
「
ま
ち
」

に
す
る
た
め
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
昨
年
も

市
内
各
団
体
と
の
意
見
交
換
会
や
市
内
21
地

区
で
の
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を
市
当
局
に
提

案
す
る
形
で
市
政
運
営
に
反
映
す
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
し
、
議
員
相
互
の
政
策
形

成
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
自
ら

が
議
員
定
数
や
議
員
報
酬
は
ど
う
あ
る
べ
き

な
の
か
と
議
論
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
も
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新
春
に
臨
み
、
平
成
26
年
が
皆
さ
ま
に
幸

せ
で
実
り
多
く
大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
し
ま
す
。

新
春
と

市
制
60
周
年
を
祝
う

歴
史
・
伝
統
文
化
を

つ
な
ぎ
次
世
代
へ
む
す
ぶ

八
女
市
議
会
議
長
　
川 

口
　
誠 

二

八
女
市
長
　
三
田
村 

統
之

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
す
が

す
が
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
26
年
の
年
頭
に

あ
た
り
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
市
政
推
進
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆

様
に
は
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
発
生
か
ら
１

年
５
か
月
が
経
過
し
、
こ
の
間
、
復
旧
・
復
興

を
市
政
の
最
優
先
課
題
に
位
置
付
け
、「
オ
ー

ル
八
女
体
制
」
で
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
克
服
す
べ
き
課
題
は
あ
る
も
の
の
市

民
、
企
業
、
団
体
、
行
政
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
者
の
方
々
の
ふ
る
さ
と
八
女
へ
の
思
い
が
原

動
力
と
な
り
、
着
実
に
復
興
へ
の
歩
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
か
ら
４
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
第
４
次
八
女
市
総
合
計
画

に
掲
げ
る
将
来
都
市
像
の
実
現
の
た
め
展
開

し
て
き
た
八
女
東
部
ス
ポ
ー
ツ
公
園
「
グ
リ
ー

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
八
女
」、
八
女
市
子
育
て
支
援

総
合
施
設
（
仮
称
）、
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流

館
（
仮
称
）
等
の
各
種
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
将
来
に
向
け
た
成
長
へ
の
基
盤
整

備
は
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
歴
史

や
文
化
を
振
り
返
り
、
か
つ
て
八
女
の
地
に
息

づ
い
て
い
た
成
熟
し
た
文
化
や
伝
統
・
芸
術
の

豊
か
さ
を
改
め
て
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
歴
史
的
関
係
等
、
様
々

な
縁
や
結
び
つ
き
を
契
機
と
し
た
都
市
間
交

流
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
八
女
の
魅
力
と

活
力
を
高
め
、
豊
か
な
市
民
生
活
の
実
現
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
次
世
代
の
子
ど

も
の
た
め
の
施
策
の
充
実
・
定
住
対
策
に
も
力

を
注
ぎ
ま
す
。

平
成
26
年
は
市
制
施
行
60
周
年
・
合
併
５

周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
と
な
る
た
め
、
先
達

の
労
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
豊
か
な
ふ
る
さ
と

へ
の
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
さ
ら
に
市
民
の
皆

様
が
手
を
携
え
て
八
女
市
の
未
来
へ
歩
み
を
進

め
る
契
機
と
な
る
事
業
を
展
開
し
、
次
世
代
に

つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

結
び
に
、
現
在
一
歩
一
歩
、
復
旧
・
復
興
へ

の
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
更
な
る
市
勢
発
展
の
た
め
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い

年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
明
る
く
希
望
に
満

ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

新年のごあいさつ
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グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
で
三
田

村
市
長
か
ら
市
の
概
況
や

重
要
施
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
同
敷
地
内
に
オ
ー
プ
ン
し

た
天
然
芝
の
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
八
女
に
移
動
。
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

ト
が
２
面
と
れ
る
広
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
小
川
県
知
事
も
驚
き
の
表
情

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

授
業
で
訪
れ
て
い
た
黒
木
小
学
校

と
木
屋
小
学
校
の
６
年
生
児
童
と

交
流
し
ま
し
た
。「
直
売
所
甲
子

園
２
０
１
１
」
で
日
本
一
に
輝
い

た
道
の
駅
た
ち
ば
な
で
は
、
農
産

物
生
産
者
に
よ
る
対
面
販
売
や
八

女
農
業
高
校
と
の
連
携
し
た
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

大
福
や
実
演
販
売
の
出
来
た
て
の

こ
ん
に
ゃ
く
を
試
食
し
ま
し
た
。

お
り
な
す
八
女
で
は
、
Ｆ
Ｍ
八

女
の
番
組
「
が
ま
だ
す
ワ
イ
ド

８
０
１
」
に
三
田
村
市
長
と
と
も

に
生
出
演
。
小
川
県
知
事
は
「
九

州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
に
移
動
し
て
八
女
市
災
害

復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
に
参
加
。
Ｙ
Ｋ
Ｂ
48
（
や4

め
の

か4

わ
い
い
ば4

あ
ち
ゃ
ん
）
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
『
花
は
咲
く
』
に
合
わ

せ
て
体
操
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
小
川
県
知
事
は
、
観
光

な
ど
の
情
報
発
信
基
地
で
あ
る
八

女
観
光
物
産
館
「
と
き
め
き
」
を

訪
れ
た
後
、
八
女
伝
統
工
芸
館
内

で
Ｊ
Ａ
や
商
工
会
の
女
性
部
の
活

動
、
食
や
茶
を
通
じ
た
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
市
内
の
女
性
５
人

と
懇
談
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
「
県
政
の
企

画
・
立
案
や
現
在
の
施
策
を
も
っ

と
よ
く
す
る
た
め
に
生
か
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

知
事
の
ふ
る
さ
と
訪
問
の
様
子

は
、
グ
ラ
フ
ふ
く
お
か
（
春
号
）
や

県
公
式
サ
イ
ト
で
紹
介
さ
れ
る
他
、

Ｔ
Ｎ
Ｃ
テ
レ
ビ
「
ふ
く
お
か
に
リ
ン

ク
」
で
１
月
12
日
㈰
午
前
８
時
55

分
か
ら
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

「知事のふるさと訪問」が11月29日㈮に行わ
れ、小川洋県知事が八女市を訪問し、市民と
交流し意見交換しました。

in 八女市
ふるさと訪問知

事の

１.歌ごえレクササイズ八女の会の馬場輝美さんの指導で『花は咲く』に
合わせて体操をする小川県知事と三田村市長 ２.ゆで上がったアツアツ
のこんにゃくを試食しました ３.ＦＭ八女の「がまだすワイド801」にそろっ
て生出演。小川県知事もラジオの生放送は初めてのようでした ４.グリー
ンフィールド八女で黒木小学校と木屋小学校児童と記念撮影、雨あがり
にきれいな虹がかかっていました ５.各方面で活躍する八女の女性との
懇談、終始和やかな雰囲気の中意見が交わされました

県広報部長のエコトンと
八女市のイメージキャラ
クターのみどりちゃん

1

2

4

5

3
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《
旧
八
女
市
》

◉
宮
地
嶽
神
社
（
長
野
）
…
地
元
総

代
会
の
皆
さ
ん
が
31
日
除
夜
の
鐘
か

ら
正
月
３
日
ま
で
、
参
拝
客
を
お
迎

え
し
ま
す
。
お
み
く
じ
や
お
札
も
準

備
し
て
い
ま
す
。
出
店
も
あ
り
ま
す
。

◉
吉
田
大
神
宮
（
吉
田
）
…
大
晦
日

に
は
竹
灯
明
で
参
拝
客
を
お
迎
え
し

ま
す
。
１
月
１
日
に
は
歳さ

い
た
ん
さ
い

旦
祭
が
あ

り
、
10
時
か
ら
お
昼
に
か
け
て
参
拝

客
に
お
屠
蘇
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
す
。

◉
熊
野
神
社
（
北
田
形
）
…
大
晦
日

の
夜
に
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
か
が
り

火
を
た
い
て
お
迎
え
し
ま
す
。

◉
福
島
八
幡
宮
（
東
宮
野
町
）
…
大

晦
日
に
か
が
り
火
を
た
い
て
皆
様
を

お
迎
え
し
、
元
日
午
前
０
時
か
ら
歳

旦
祭
を
行
い
ま
す
。

◉
土
橋
八
幡
宮
（
土
橋
）
…
大
晦
日

23
時
か
ら
元
日
２
時
ま
で
た
き
火
を

し
て
参
拝
客
を
お
迎
え
し
ま
す
。
お

神
酒
や
ぶ
た
汁
や
甘
酒
の
接
待
が
あ

り
ま
す
。

◉
一
念
寺
（
豊
福
）
…
大
晦
日
23
時

45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
浄
光
寺
（
岩
崎
）
…
大
晦
日
23

時
30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
、
元

日
午
前
０
時
30
分
ま
で
、
参
拝
客
に

ぜ
ん
ざ
い
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

◉
正
福
寺
（
東
矢
原
町
）
…
大
晦
日

23
時
40
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
、

参
拝
客
に
は
ぜ
ん
ざ
い
の
接
待
が
あ

り
ま
す
。

◉
真
如
寺
（
山
内
）
…
大
晦
日
23
時

40
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
明
永
寺
（
西
宮
野
町
）
…
元
日
午

前
０
時
か
ら
、修し

ゅ
し
ょ
う
え

正
会
を
開
き
ま
す
。

終
了
後
甘
酒
の
接
待
と
、
記
念
品
が

あ
り
ま
す
。

◉
無
量
寿
院
（
西
古
松
町
）
…
大
晦

日
23
時
30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き

ま
す
。
参
拝
客
に
は
だ
ん
ご
汁
の
接

待
が
あ
り
ま
す
。

《
上
陽
町
》

◉
正
明
寺
（
北
川
内
）
…
元
日
朝
７

時
か
ら
修
正
会
を
開
き
ま
す
。

《
黒
木
町
》

◉
覚
法
寺
（
黒
木
）
…
大
晦
日
23
時

30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
行
信
寺
（
本
分
）
…
大
晦
日
23
時

30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
専
勝
寺
（
今
）
…
大
晦
日
23
時

30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
光
明
院
（
北
木
屋
）
…
大
晦
日
23

時
45
分
か
ら
護
摩
た
き
を
行
い
ま
す
。

◉
金
剛
宝
寺
日
向
神
別
院（
北
大
淵
）

…
元
日
の
み
参
拝
客
に
お
屠
蘇
を
ふ

る
ま
い
、
干
支
の
午
の
切
り
絵
を
差

し
上
げ
ま
す
。

◉
宗
真
寺
（
今
）
…
大
晦
日
23
時

30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
霊
巌
寺
（
笠
原
）
…
大
晦
日
23
時

45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
芳
沢
寺
（
土
窪
）
…
大
晦
日
23
時

か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
雲
長
寺
（
笠
原
）
…
大
晦
日
23
時

45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
大
善
坊
（
笠
原
）
…
１
月
８
日
㈬

10
時
か
ら
鬼
子
母
神
大
祭
新
春
開

運
祈
祷
会
を
行
い
ま
す
。

◉
津
江
神
社
（
今
）
…
元
日
午
前
０

時
か
ら
歳
旦
祭
を
行
い
ま
す
。

《
立
花
町
》

◉
大
光
寺
（
北
山
）
…
地
域
の
皆
さ
ん

に
よ
り
お
神
酒
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

◉
高
松
稲
荷
（
北
山
）
…
地
域
の
皆

さ
ん
が
初
詣
客
を
お
迎
え
し
ま
す
。

◉
浄
慈
寺
（
白
木
）
…
大
晦
日
23

時
40
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
、
終

了
後
本
堂
で
修
正
会
を
開
き
ま
す
。

◉
専
勝
寺
（
原
島
）
…
大
晦
日
22

時
30
分
か
ら
除
夜
会え

（
除
夜
の
鐘
つ

き
）
が
あ
り
、
ぜ
ん
ざ
い
と
菓
子
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
※
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。
０
時
30
分
終
了
予
定
。

◉
松
尾
弁
財
天
（
上
辺
春
）
…
正
月・

旧
正
月
・
縁
日
（
毎
月
５
日
）
に
は

お
参
り
く
だ
さ
い
。
４
月
５
日
に
は

松
尾
弁
財
天
の
大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

《
矢
部
村
》

◉
善
正
寺
（
北
矢
部
）
…
大
晦
日
の
23

時
45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
老
松
天
満
宮
（
北
矢
部
）
…
大
晦

日
の
23
時
45
分
ご
ろ
か
ら
竹
灯
明
を

と
も
し
参
拝
客
を
お
迎
え
し
ま
す
。

《
星
野
村
》

◉
大
円
寺
（
土
穴
）
…
初
詣
の
参
拝

客
に
は
お
斎
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

◉
浄
源
寺
（
長
尾
）
…
大
晦
日
23
時

30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
福
楽
寺
（
光
延
）
…
元
日
午
前
０

時
か
ら
ご
ま
た
き
を
し
ま
す
。

◉
麻
生
神
社
（
麻
生
）
…
正
月
３
日

間
お
神
酒
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

♣
岡
山
公
園
で
初
日
の
出
（
岡
山
）

　
１
月
１
日
㈷
７
時
か
ら
岡
山
公
園

頂
上
で
。岡
山
公
園
を
守
る
会
主
催
。

雨
天
時
は
室
岡
公
民
館
、
粗
品
有
。

♣
お
潮
井
と
り
（
柳
島
）

　
１
月
３
日
㈮
正
午
に
無
病
息
災
と

火
災
予
防
を
願
い
、
締
め
込
み
姿
の

男
衆
が
矢
部
川
で
身
を
清
め
ま
す
。

♣
虚
空
蔵
さ
ん
（
上
陽
、
星
野
）

　
上
陽
町
轟
、
星
野
村
の
本
星
野
、

柳
原
の
虚
空
蔵
菩
薩
で
は
、
１
月
13

日
と
９
月
13
日
に
大
祭
を
開
い
て
い

ま
す
。

♣
柳
島
の
十
七
夜
（
柳
島
）

　
１
月
17
日
㈮
20
時
、
柳
島
観
音

堂
前
で
。
そ
の
昔
、
あ
め
が
た
売
り

が
村
の
前
の
矢
部
川
に
流
れ
着
い
た

観
音
像
を
引
き
上
げ
、
火
で
温
め
た

と
の
言
い
伝
え
が
起
源
。
観
音
堂
前

に
組
み
立
て
ら
れ
た
ほ
っ
け
ん
ぎ
ょ

う
に
火
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。

♣
童
男
山
ふ
す
べ
（
山
内
）

　
１
月
20
日
㈪
10
時
、
童
男
山
古

墳
で
。
そ
の
昔
、
暴
風
雨
に
あ
っ
て

遭
難
し
た
徐
福
一
行
を
村
人
が
火
を

焚
い
て
介
抱
し
た
と
い
う
言
い
伝
え

が
あ
る
祭
り
で
す
。
川
崎
小
学
校
児

童
に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
。

新
春

市
内
の
主
な
初
詣
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
以
外
に
も
地
域
の
神
社
や
寺
院
な
ど
へ
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。
な
お
、
年
末
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
に

し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
交
通
安
全
で
楽
し
い
お
正
月
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

初
詣
情
報

イ
ベ
ン
ト

※
情
報
は
平
成
25
年
12
月
16
日
現
在
確
認
で
き
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
順
不
同
）

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

★
来
年
、
初
詣
情
報
の
掲
載
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
市
長
公
室
秘
書
広
報
係
ま

で
ご一
報
く
だ
さ
い（
☎
２
３・１
１
１
０
）
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▼
べ
ん
が
ら
村
（
☎
２
４・３
３
３
９
）

【
12
／
27
㈮
～
12
／
31
㈫
】
歳
末
ふ

れ
あ
い
市
（
正
月
用
も
ち
・
し
め
縄
・

切
花
・
海
産
物
・
肉
・
野
菜
な
ど
）

【
12
／
31
㈫
】
20
時
閉
館
※
農
産
物

直
売
所
・
レ
ス
ト
ラ
ン
…
18
時
ま
で

【
１
／
１
㈷
】
営
業
10
時
～
22
時
。

上
陽
太
鼓
、
ぜ
ん
ざ
い
の
ふ
る
ま
い

あ
り
。

【
１
／
２
㈭
】
営
業
10
時
～
22
時　

※
大
浴
場
の
み
7
時
～
※
朝
風
呂
し

ま
し
ょ
う
！

▼
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

（
☎
４
２
・
２
４
０
０
）

【
１
／
1
㈷
】《
初
日
の
出
》
6
時
50

分
ロ
ビ
ー
集
合
、
花
見
展
望
台
ま
で

係
員
が
案
内
し
ま
す
。

《
初
湯
》7
時
30
分
～
8
時
30
分（
大

人
３
０
０
円
、
子
ど
も
１
５
０
円
）

《
新
春
も
ち
つ
き
大
会
》
10
時
～
12

時
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
で
、
臼
と
杵
で
つ
い

た
餅
を
あ
ん
こ
餅
・
き
な
こ
餅
で
い

た
だ
き
ま
す
。

《
大
福
茶
》
１
月
１
日
～
2
日
の
10

時
～
17
時
、
さ
く
ら
の
間
で
。
年
の

初
め
に
祝
う
福
寿
の
茶
。
一
人
３
０

０
円
、
宿
泊
者
は
無
料
で
す
。

▼
八
女
伝
統
工
芸
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

※
改
装
工
事
の
た
め
１
月
２
日
㈭
ま
で

休
館
。１
月
３
日
㈮
か
ら
開
館
し
ま
す
。

※
「
八
女
手
す
き
和
紙
資
料
館
」「
八

女
民
俗
資
料
館
」
は
通
常
開
館

（
12
月
30
日
㈪
～
１
月
２
日
㈭
年
末

年
始
休
館
）。
１
月
３
日
㈮
か
ら
開

館
し
ま
す
。

▼
八
女
観
光
物
産
館
と
き
め
き

（
☎
２
２
・
７
７
３
０
）

【
12
／
29
㈰
】
八
女
軽
ト
ラ
市
「
歳

末
ふ
れ
あ
い
市
」
９
時
30
分
～
13
時

【
12
／
31
㈫
～
１
／
２
㈭
】
年
末
年

始
休
み
※
１
月
３
日
㈮
か
ら
営
業

▼
道
の
駅
た
ち
ば
な

（
☎
３
７
・１
７
１
１
）

【
12
／
31
㈫
～
１
／
３
㈮
】
年
末
年

始
休
み

【
１
／
４
㈯
】
９
時
か
ら
初
売
り
。

甘
酒
を
ふ
る
ま
い
ま
す
（
な
く
な
り

し
だ
い
終
了
）。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
有

り
。
運
試
し
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
１
／
７
㈫
】
七
草
が
ゆ
を
ふ
る
ま
い

ま
す
。
※
な
く
な
り
し
だ
い
終
了

▼
男
ノ
子
焼
の
里（
☎
２
２・５
４
３
２
）

【
12
／
29
㈰
～
１
／
５
㈰
】
年
末
年

始
休
み　

▼
ほ
た
る
と
石
橋
の
館

（
☎
５
４
・
２
１
５
０
）

【
12
／
30
㈪
～
１
／
４
㈯
】
年
末
年

始
休
館

▼
ふ
る
さ
と
わ
ら
べ
館

（
☎
５
４
・
２
４
４
２
）

【
12
／
30
㈪
～
１
／
４
㈯
】
年
末
年

始
休
館

▼
星
の
文
化
館（
☎
５
２・３
０
０
０
）

年
末
年
始
も
休
ま
ず
営
業
。
１
月
９

日
㈭
ま
で
冬
休
み
特
別
企
画
「
木
星

観
望
会
」
開
催
中
。

▼
茶
の
文
化
館（
☎
５
２・３
０
０
３
）

【
12
／
29
㈰
～
12
／
31
㈫
】臨
時
休
館

【
１
／
１
㈷
～
１
／
３
㈮
】
新
春
の

呈
茶（
料
金
３
０
０
円
）〈
営
業
時
間
〉

１
月
１
日
＝
12
時
～
16
時
、
１
月
２・

３
日
＝
10
時
～
16
時

【
１
／
５
㈰
】
新
春
か
る
た
大
会

①
11
時
～
②
13
時
～
③
14
時
～
（
各

５
人
、
料
金
１
０
０
円
）

▼
星
の
温
泉
館
き
ら
ら
※
池
の
山
荘

内
（
☎
５
２
・
２
０
８
２
）

年
末
年
始
も
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

【12/29 ㈰～１/ ３㈮休館】
◦黒木地域交流センター「ふじの里」

（☎ 42・2131）
◦立花総合保健福祉センター「かが
やき」（☎ 37・0036）
◦地域福祉センター（☎ 54・3629）
◦多世代交流館「共生の森」

（☎ 22・2257）
◦星野焼展示館（☎ 52・3077）

【12/29 ㈰～１2/31㈫休館】
◦星野総合保健福祉センター「そよ
かぜ」（☎ 52・3165）※ 1月1日11
時から営業

【12/28 ㈯～１/4 ㈯休館】
◦杣のふるさと文化館（☎47・2055）
◦学びの館（☎ 42・1982）
◦岩戸山歴史資料館（☎ 22・6111）

【12/28 ㈯～１/5 ㈰休み】
◦市役所本庁および各支所

市内の主な
施設等年末

年始の営業＆
催物

「
こ
っ
ぱ
げ
面
」の

長
尾
大
神
宮
が
再
建

九
州
北
部
豪
雨
で
被
災
し
た

　
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災

害
で
全
壊
し
た
星
野
村
長
尾

の
天
照
御
祖
神
社
（
長
尾
大
神
宮
）

の
竣
工
式
が
12
月
８
日
㈰
に
あ
り
、

関
係
者
１
０
０
人
が
再
建
を
祝
い
ま

し
た
。
同
神
社
は
毎
年
７
月
11
日
の

祇
園
祭
に
鬼
が
厄
払
い
の
た
め
青
竹

を
振
り
か
ざ
し
な
が
ら
村
中
を
練
り

歩
く
「
こ
っ
ぱ
げ
面
」
で
有
名
で
す
。

２
０
０
年
以
上
続
い
て
い
る
伝
統
行

事
を
絶
や
す
ま
い
と
、
氏
子
が
中
心

と
な
っ
て
神
社
再
建
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
寄
付
金
と
地
元
の
積
立

金
な
ど
で
再
建
の
目
処
が
た
ち
10
月

31
日
に
地
鎮
祭
を
行
い
、
大
急
ぎ
で

工
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
残
っ
て

い
た
彫
刻
部
分
な
ど
は
そ
の
ま
ま
使

い
、基
礎
も
頑
丈
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
８
日
朝
、
仮
殿
と
な
っ
て
い
た
集

会
場
か
ら
天
照
御
祖
神
社
ま
で
、
ご

神
体
を
入
れ
た
神
棚
が
氏
子
に
よ
っ

て
完
成
し
た
ば
か
り
の
本
殿
へ
と
運

ば
れ
ま
し
た
。
完
成
を
喜
ぶ
地
域
の

人
た
ち
が
集
ま
り
、
安
堵
の
表
情
で

手
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
再
建
委
員
長
の
高
木
良
之
さ
ん

は
「
神
社
は
全
壊
し
た
け
れ
ど
集
落

に
は
大
き
な
被
害
が
な
く
、
私
た
ち

を
守
っ
て
く
れ
た
神
社
を
必
ず
再
建

し
た
い
と
の
思
い
で
し
た
。
マ
ス
コ

ミ
報
道
等
に
よ
り
全
国
か
ら
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
再
建
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。皆
様
の
善
意
に
感
謝
し
、

こ
の
神
社
を
末
永
く
守
り
続
け
て
い

き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
天
照
御
祖
神
社
で
は
、
今
年
の

正
月
は
１
日
か
ら
３
日
ま
で
参
拝
客

を
お
迎
え
し
ま
す
。
漫
画
家
の
長
谷

川
法
世
さ
ん
か
ら
描
い
て
も
ら
っ
た

絵
馬
も
販
売
し
ま
す
。

新しい本殿も完成し、長尾の鬼さんたち
は今年もますます元気に暴れ回ります。7
月11日の祇園祭にもぜひお越しください。

絵馬は長谷川
法世さんから絵
を描いていただ
きました。

大勢の人に見守られて竣工式

一
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 第１回入札（13:00 ～ 13:10）
（単位：円）

実施機関 整理番号 品名 最低公売価額

み
や
ま
市

1－1 パチスロ台（ミリオンゴット） 3,000
1－2 パチスロ台（オオハナビ） 3,000
1－3 飾り扇子（山水） 500
1－4 壺（暁光） 2,000
1－5 壺（古天） 800
1－6 掛軸（彩雲） 2,000
1－7 ポーチ 2,000
1－8 ヘルメット 4,000
1－9 エレキギター 3,000
1－10 関数電卓 500
1－11 掛け時計 2,000
1－12 バカラグラス 1,500
1－13 ぬいぐるみ（くま） 500
1－14 敷ふとんパッド 1,000
1－15 DVDプレーヤー 1,000
1－16 木製いす 3,500
1－17 バック（金色刺繍柄） 1,000
1－18 バック（アンナ・クリスティーナ） 1,000
1－19 バック（フランコ・サルト） 2,500
1－20 財布（コシノ・ヒロコ） 800
1－21 綿毛布（ベージュ） 800
1－22 綿毛布（花柄）① 800
1－23 綿毛布（花柄）② 800

筑
後
市

1－24 壺 10,000
1－25 花入（茶） 5,000
1－26 花入（白） 5,000
1－27 花瓶（大理石） 1,500
1－28 建水 1,500
1－29 十徳釜煙草セット 1,000
1－30 重箱 300
1－31 陶器皿 800
1－32 掛け軸 1,000
1－33 掛け軸（菖蒲） 15,000
1－34 プラズマテレビ42型 8,000
1－35 液晶テレビ42型 10,000
1－36 袋帯（螺鈿） 30,000
1－37 久留米絣（反物） 3,000
1－38 手作り小物 300
1－39 絵画 5,000
1－40 ブルーレイＤＶＤプレイヤー 3,000
1－41 帯揚 8,000
1－42 キーリング 4,000

大
木町

1－43 花梨　衝立 80,000
1－44 花梨一枚板テーブル 80,000

　
南
筑
後
地
区 

県
・
市
町
合
同
公
売

会
を
行
い
ま
す
。
公
売
と
は
、
税
の
滞

納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
入
札

等
の
方
法
で
売
却
す
る
こ
と
で
す
。
合

同
公
売
会
で
は
、
複
数
の
団
体
の
公
売

を
同
時
に
行
い
ま
す
。

　
購
入
を
希
望
さ
れ
る
人
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
等
は
不
要
で
す
。

当
日
は
、
認
印
（
法
人
の
場
合
は
代
表

者
印
）
と
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
な
ど
）、
購
入
代
金
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
は
、
委
任

状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
滞
納
税
の
完
納
等
に
よ
り
、
出
品
が

中
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
ブ
ラ
ン
ド
名
や
作
者
名
、
焼
き
物
の

名
称
等
の
記
載
は
、
本
物
で
あ
る
こ
と

を
保
証
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
電
化
製
品
等
に

つ
い
て
も
、
動
作
や
品
質
を
保
証
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
出
品
物
は
、
未
使
用
で
あ
っ
て
も
中

古
品
扱
い
と
し
ま
す
。
経
年
劣
化
や
汚

れ
、
傷
等
が
あ
る
物
件
も
あ
り
ま
す
。

現
物
を
よ
く
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
公
売
物
件
の
見
積
価
額
（
最
低
公
売

価
格
）
は
、
低
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

返
品
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
よ
く
現
物

◉日時＝1月22日水　12時30分～
◉場所＝まいピア高田多目的ホール
　　　　（みやま市高田町濃施14）
◉入札時間
　第１回（13時～13時10分）
　第2回（13時50分～14時）
　第3回（14時40分～14時50分）※再度入札

福岡県
みやま市
大川市
広川町
大木町
柳川市
八女市
筑後市

合
同
公
売
会

◦
公
売
会
の
参
加
方
法

◦
注
意
事
項
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大
木
町

1－45 木製回転椅子 5,000
1－46 テーブルクロス 500
1－47 ランタイ渕太菓子盆 1,000
1－48 バイクヘルメット 3,000
1－49 回転オードブル皿 3,000
1－50 タオルセット 100
1－51 置型照明 1,500
1－52 バッグ　黒 1,000
1－53 ネックレス 500
1－54 ハンディマッサージャー 1,000
1－55 タオルボックス 300
1－56 ポーチ 500

大
川
市

1－57 バッグ 10,000
1－58 琉球泡盛 1,500
1－59 芋焼酎 500
1－60 財布 3,000
1－61 ＤＶＤプレーヤー 500
1－62 サヴウーファー 500
1－63 液晶テレビ40型 20,000
1－64 毛皮のコート 50,000
1－65 メガネ 500
1－66 腕時計 10,000

 第２回入札（13:50 ～ 14:00）
（単位：円）

実施機関 整理番号 品名 最低公売価額

み
や
ま
市

2－1 綿毛布（ストライプ） 800
2－2 ソフトパイルケット 1,000
2－3 タオルセット（マリクレール） 1,500
2－4 肌掛け布団 1,000
2－5 毛布（ランセル） 1,300
2－6 高級漆器お椀5客セット① 1,000
2－7 高級漆器お椀5客セット② 1,000
2－8 高級漆器お椀5客セット③ 1,000
2－9 高級漆器お椀5客セット④ 1,000
2－10 皿5枚入り2箱セット 1,000
2－11 茶器セット 1,500
2－12 ペア湯呑 2,200
2－13 古伊万里盛鉢 1,200
2－14 ペアワイングラス 1,000
2－15 洋酒（ブランデー） 3,000
2－16 ステンドグラスランプ 1,800
2－17 掛軸（竹製） 1,500
2－18 油絵風絵画 5,000
2－19 液晶テレビ32型 15,000

み
や
ま
市

2－20 指輪 10,000
2－21 電動人形ゴジラ 3,000
2－22 ぬいぐるみ（ゴリラ） 1,800
2－23 フィギュア2体セット 500

福
岡
県
筑
後
県
税
事
務
所

2－24 大型飾壺 49,000
2－25 加賀友禅　組盛鉢 1,500
2－26 花散し小鉢揃 500
2－27 ぐい呑み 1,000
2－28 あじさい小鉢揃 500
2－29 汁椀 500
2－30 ホヤクリスタル 大皿 200
2－31 ゴールドパンセット ２１ｃｍ 500
2－32 美食倶楽部 サラダ小鉢フォークセット 600
2－33 今治タオル 100
2－34 ボヘミア クリスタル タンブラー 1,000
2－35 タオル 300
2－36 敷パッド 1,000
2－37 羽毛肌掛布団 2,200
2－38 タオルケット 1,200
2－39 栄養ドリンク 2,500
2－40 ケットル 600

広
川
町

2－41 赤御影石① 10,000
2－42 赤御影石② 10,000
2－43 赤御影石③ 18,000
2－44 黒御影石① 9,000
2－45 黒御影石② 12,000
2－46 黒御影石③ 9,000
2－47 グリーンパール① 18,000
2－48 グリーンパール② 13,000
2－49 グリーンパール③ 10,000
2－50 テレビアンテナ屋根馬 300
2－51 デオドラントパウダースプレー等 1,000
2－52 テレビ専用リモコン 400
2－53 蛍光灯（和風） 400

柳
川
市

2－54 壺 2,000
2－55 壺（蓋付き） 2,000
2－56 ポータブルDVDプレーヤー 500
2－57 毛布 1,000
2－58 液晶テレビ37型 20,000
2－59 小花瓶 2,000
2－60 大花瓶 2,000

八
女
市

2－61 壺 18,000
2－62 皿① 3,000
2－63 皿② 4,000
2－64 大皿 15,000
2－65 傘立て① 3,000
2－66 傘立て② 10,000

を
確
認
し
、注
意
事
項
を
納
得
の
う
え
、

入
札
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
み
や
ま
市
役
所
税
務
課

（
☎
０
９
４
４
・
６
４
・
１
５
３
７
）

▽
筑
後
市
役
所
税
務
課

（
☎
０
９
４
２
・
６
５
・
７
０
１
１
）

※
出
品
物
の
写
真
や
詳
し
い
説
明
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ

広報やめ2013年12月15日号でお知らせしていました市税に係る延滞金の利率の変
更（5ページ）について、平成26年中における特定基準割合が1.9％に決定されまし
たので、平成26年1月1日以降の期間から、地方税の延滞金の利率が下記の通りに
なります（平成26年1月1日以後の期間に対応する延滞金に適用）。
▶延滞金の利率 9.2％（特例基準割合 ＋7.3％）
▶納期限の翌日から1か月を経過する日までの利率 2.9％（特例基準割合 ＋1.0％）
◦問い合わせ＝納税課納税推進係（☎２３・２６６６）

市税に係る延滞金の利率が変わります



8　2014.1.1　広報やめ

餅などによる窒息事故に注意！

なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
私
に
は
、
耳
の
不
自
由
な
友
だ
ち
Ａ

さ
ん
が
い
ま
す
。Ａ
さ
ん
と
初
め
て
会
っ

た
の
は
、
保
育
園
の
と
き
で
し
た
。
当

時
Ａ
さ
ん
は
、
久
留
米
聴
覚
特
別
支

援
学
校
の
幼
稚
部
に
行
っ
て
い
た
の
で
、

い
つ
も
同
じ
保
育
園
で
生
活
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
時
々
来
て
一
緒
に
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
、
長
い

時
間
を
か
け
て
久
留
米
の
学
校
ま
で
家

族
と
通
い
、
発
音
や
発
声
、
人
と
の
会

話
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
特
別
の
訓
練

や
学
習
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
本
当

に
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
幼
稚
部

で
と
て
も
頑
張
り
、
小
学
校
は
私
と
同

じ
矢
部
小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

　 

Ａ
さ
ん
は
、
１
年
生
の
時
か
ら
一
人

だ
け
別
の
学
級
で
勉
強
し
て
、
教
科
や

活
動
に
よ
っ
て
は
一
緒
に
勉
強
し
て
い

た
の
で
何
と
な
く
違
和
感
が
あ
り
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
同
じ
学
校
で
勉
強
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
そ
れ
は
私
た
ち
と
同
じ

方
法
で
は
、
Ａ
さ
ん
の
ペ
ー
ス
が
乱
さ

れ
勉
強
が
し
に
く
い
か
ら
だ
と
い
う
こ

と
が
徐
々
に
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
初

め
は
、
な
か
な
か
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
耳
が
不
自
由
な

Ａ
さ
ん
と
の
会
話
と
し
て
、
紙
に
書
い

た
り
口
を
大
き
く
開
け
て
お
し
ゃ
べ
り

を
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

手
話
は
難
し
く
て
な
か
な
か
覚
え
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
学
年
が
上
が
る

に
つ
れ
て
、
み
ん
な
ど
ん
ど
ん
覚
え
て

い
き
ま
し
た
。
女
子
だ
け
で
は
な
く
、

男
子
も
手
話
を
覚
え
て
会
話
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
６
年
生

と
な
っ
た
今
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
手

話
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
、
そ
ん
な
み
ん
な
を
見
て
、
Ａ
さ
ん

と
の
会
話
や
ふ
れ
合
い
は
、
い
ろ
ん
な

方
法
で
で
き
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
Ａ
さ
ん
は
耳
は
不
自
由
で
す
が
、

勉
強
も
運
動
も
遊
び
も
私
た
ち
と
同
じ

６
年
生
の
普
通
の
女
の
子
で
す
。
昼
休

み
は
、
一
緒
に
鉄
棒
や
バ
レ
ー
な
ど
を

し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
Ａ
さ
ん
は
、
い

つ
も
笑
顔
で
明
る
く
、
勉
強
や
運
動
も

よ
く
で
き
て
私
は
い
つ
も
勇
気
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　 

そ
ん
な
私
た
ち
の
小
学
校
生
活
で

す
が
、
Ａ
さ
ん
は
中
学
校
か
ら
ま
た
久

留
米
聴
覚
特
別
支
援
学
校
に
行
く
こ

と
に
し
た
そ
う
で
す
。
私
は
そ
の
こ
と

を
聞
い
た
時
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。
今
ま
で
一
緒
に
学
校
生
活
を
送
っ

て
き
た
の
に
、
ま
た
別
々
に
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。
い
つ
も
笑
顔
と
元
気

を
く
れ
た
Ａ
さ
ん
と
別
れ
る
の
は
さ
び

し
い
で
す
が
、
Ａ
さ
ん
は
自
分
の
可
能

性
を
広
げ
る
た
め
に
専
門
の
学
校
で
学

ぶ
の
だ
と
思
い
ま
す
。
進
む
道
は
別
々

で
も
ま
た
い
つ
で
も
会
え
る
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
共
に
頑
張
り
、
お
互
い

成
長
し
た
姿
で
会
え
る
の
も
ま
た
楽
し

み
で
す
。

　 

Ａ
さ
ん
と
過
ご
し
た
小
学
校
生
活

で
学
ん
だ
こ
と
は
、
お
互
い
分
か
り
あ

い
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
思
い
や
り
の

心
、
そ
し
て
実
行
力
が
あ
れ
ば
、
人
は

い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
仲
良
く
な
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
私
達
は
、
い
ず
れ
は

み
ん
な
社
会
へ
と
出
て
い
き
ま
す
。
社

会
の
中
で
い
ろ
ん
な
人
と
ふ
れ
合
い
、

理
解
し
と
も
に
生
き
て
い
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
卒
業
ま
で
あ

と
数
ヶ
月
で
す
が
、
私
も
Ａ
さ
ん
も
み

ん
な
も
、
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん

つ
く
っ
て
、
元
気
に
卒
業
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
感
性
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
、
私
た
ち
大
人
が

学
ぶ
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
12
月
７

日
㈯
に
行
わ
れ
た
〝
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
や
め
２
０
１
３
＂
に
お
い
て

市
内
の
小
・
中
学
生
の
代
表
５
人
が
、
人
権
に
つ
い
て
自
分
の
体
験
や

思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
発
表
者
の
一
人
で
あ
る
矢
部

小
学
校
６
年 
江
田
萌
さ
ん
の
発
表
を
紹
介
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

感
性
の
素
晴
ら
し
さ
を
ぜ
ひ
感
じ
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
も
に
生
き
る「

と
も
に
生
き
る
」

　
　
矢
部
小
学
校
６
年

　
　
　
　
江
田
　
　
萌

①横田滋さん・早紀江さんの講演「拉致被害者の家族からの訴え」  ②会場は超満員でした
③八幡小学校「みんなで歌おう教室」の皆さん  ④白百合幼稚園年長組の皆さん

発表する江田さん

１ 2

43



成人・小児の例 乳児の例

　
12
月
１
日
㈰
、「
平
成
25
年
度

八
女
市
民
生
委
員
児
童
委
員 

感

謝
状
・
委
嘱
状
伝
達
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
民
生
委
員

児
童
委
員
（
主
任
児
童
委
員
を
含

む
※
以
下
「
民
生
委
員
」）
と
し
て

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
１
１
７
人
の

退
任
者
へ
感
謝
状
が
、
今
後
３
年

間
民
生
委
員
と
し
て
推
薦
を
受
け

た
２
０
２
人
の
新
・
再
任
者
へ
委

嘱
状
が
、
そ
れ
ぞ
れ
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
は
「
誰
も
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
」
の

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
身
近
な
相
談
者
と
し
て
、
心

配
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
一
人
で
抱
え
ず
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

♦
民
生
委
員
児
童
委
員
と
は
…

　

地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
地

域
の
福
祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相

手
、専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
で
す
。

た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
非
常
勤
地
方
公
務
員

と
し
て
守
秘
義
務
を
持
ち
ま
す
。

♦
主
任
児
童
委
員
と
は
…

　
民
生
委
員
の
中
か
ら
指
名
さ
れ
、

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援

を
専
門
に
担
当
し
ま
す
。

♦
民
生
委
員
の
３
つ
の
基
本
姿
勢

◦
社
会
奉
仕
の
精
神

◦
基
本
的
人
権
の
尊
重

◦
政
治
的
中
立

♦
問
い
合
わ
せ

八
女
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡

協
議
会
事
務
局
（
福
祉
課
福
祉
総

務
係
）
☎
２
４・８
０
３
０

団体名（代表者名） 活動内容 事業概要

矢部地域づくり協
議会

（田島冨士雄）

日向神ダム湖畔に秋の装
いを作ろう

（H25.12 ～ H26.3）

数年前に日向神ダム湖畔に数十本のモミジが植
えられ、誘客に大きな力を発揮している。地域
住民から要望が上がっているため、今回さらに空
地にモミジを植栽する。

椋谷校区地域づ
くり振興会

（山下好德）
大草自然公園芝生広場

（H25.12 ～ H26.3）

史跡「お手負の水」までの整備も兼ね、老若男
女が使用しやすいよう入口より芝生広場を造り、
地域のふれあいの場、圏外から訪れる人たちの
観光交流の場として地域活性化につなげる。

岡山校区まちづく
り協議会

（井上 洋）

岡山校区地域振興計画の
策定（H25.11～ H26.3）

校区住民からアンケートをとり、課題の再確認を
する。その中で、大きな枠組みをもって課題解決
のための検討を行い、岡山校区の目指すべき将来
像を共有するための地域振興計画を策定する。

岡山校区地域振興計画の
策定（H26.4 ～ H27.3）

星野地区いきいき
振興会

（田中忠信）

神々伝説復活プロジェクト
（H25.12 ～ H26.3）

サイン（説明、案内等）や登山道、遊歩道の整
備などを行い、歴史文化、観光、交流の視点か
ら地域の活性化につなげる。Ｈ23年度から取組
みを行い、H26年度で整備完了予定である。

神々伝説復活プロジェクト
（H26.4 ～ H27.3）

串毛地区自治運営
協議会

（草場雄二郎）

多目的広場の整備
（H26.1～ H26.3）

住民のふれあいの場所がなく、グラウンドまでも
距離があるため、車を持っていない高齢者は参
加することができない。そのため、地域の中心部
の近くに多目的広場を整備する。

多目的広場の整備
（H26.4 ～ H26.6）

北山地区地域振
興会議（野中末弘）

北山地域振興計画の策
定（H26.4 ～ H26.11）

地域住民を対象とするアンケートの集約を踏まえ
て各種団体との意見交換を行い、計画をまとめる。

▼平成25年度地域づくり提案助成事業採択団体

平成25年度八女市地域づ
くり提案事業「第2次募集」

9件を採択
平成25年度八女市地域づくり提
案事業の第二次募集（10月1日～
31日）をしたところ、まちづくり
協議会等の各団体から9件の事業
申請（25年度分5件、26年度分4
件）があり、11月12日の審査会に
おいて、9件全てを採択しました。
採択団体は、交付決定を受け11
月末から各地域で事業を展開し
ています。皆さんのご理解とご協
力をお願いします。団体の活動
状況等については、市広報や市
ホームページで紹介していく予定
です。
◦問い合わせ＝地域支援課地域
づくり支援係（☎２３・１２２４）

お正月を迎え、餅料理を食べる機会が増えます
が、毎年この時期に窒息事故が多くなっています。
特に飲み込む力が弱くなった高齢者に多く発生し
ており、重篤となると死亡するケースもあるので
注意しましょう。

【窒息事故を防ぐポイント】
①餅は小さく切って、食べやすい大きさにする。
②急がず、ゆっくりと噛んで飲み込む。
③乳幼児や高齢者と食事をする際は、食事の様
子を見るなど注意を払う。

【窒息のサイン】
窒息を起こすと、呼吸ができな
くなり、顔が蒼くなり、首や胸を
かきむしるような動作をします。

【応急手当の方法】
①意識がある場合…
▷咳ができれば、できる限り咳をさせる。
▷咳ができなければ、図のように背部叩打法（肩
甲骨の間を迅速に強くたたく）を実施する。

②意識がなくなったら…
▷ただちに心肺蘇生法を開始し、119 番通報で
救急車の要請をする。

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

餅などによる窒息事故に注意！
八女消防本部（☎ 24・0119）

こんな心配ごと、悩みごとはありませんか？
そんなときは気軽にご相談ください！

広報やめ　2014.1.19
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第
96
代
後ご

だ
い
ご

醍
醐
天
皇
は
建
武
の
新
政
を

成
し
、
４
０
０
年
前
の
第
60
代
醍
醐
天
皇

の
政
治
を
目
ざ
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
左
右
の

大
臣
が
藤
原
時
平
と
菅
原
道
真
で
、
道
真

は
朝
廷
を
牛
耳
っ
て
い
た
藤
原
氏
か
ら
、
実

権
を
天
皇
に
取
り
戻
そ
う
と
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
藤
原
氏
の
策
略
に
よ
り
大
宰
府
へ
左

遷
、
天
満
天
神
伝
説
が
始
ま
る
の
で
す
。

　

村
の
ほ
ぼ
中
央
矢
部
村
宮
ノ
尾
に
は
、
老

松
天
満
宮
が
あ
り
ま
す
。
天
満
宮
に
は
「
鎮

座
由
来
記
録
」
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
次
の

よ
う
な
内
容
が 

記
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
老
松
天
満
宮
は
、

醍だ
い
ご醐

天
皇
の
延え

ん
ぎ喜
10

年
（
９
１
０
）
大
和
国

の
樹き

の
し
た下

神
社
内
に
あ
っ

た
が
、
後
醍
後
天
皇
が
吉
野
に
祀ま

つ
っ
た
。
征

西
将
軍
懐か

ね
な
が良

親
王
が
大
阪
の
千
早
城
に
こ
も

ら
れ
た
時
、
城
内
に
水
が
な
く
て
困
り
老
松

天
満
宮
に
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
た
ち
ま
ち
風
が

起
こ
り
雲
が
わ
き
、
雨
水
に
て
多
く
の
軍
兵

が
救
わ
れ
た
。
そ
の
後
征
西
将
軍
は
九
州
へ

下
向
、
五
條
氏
が
お
供
を
し
た
。
懐
良
親
王

が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、高こ

う
の
と
う
く
ろ
う

藤
九
郎
源み

な
も
と
の
も
ろ
な
が

師
長（
足

利
の
高
将
高
師も

ろ
な
お直
の
同
族
と
い
う
）
が
吉
野

の
天
満
宮
御
神
体
の
天
神
を
負
い
、
五
條
氏

を
慕
っ
て
応
永
23
年
（
１
４
１
６
）
豊
後
国

津つ

江え

に
達
し
た
。
し
か
し
、
五
條
氏
の
所
在

は
不
明
、
藤
九
郎
は
御
神
体
を
七
体
彫
り
七

所
に
祀
る
と
願
を
か
け
て
五
條
氏
を
さ
が
し

た
。
六
体
を
安
置
し
七
体
目
を
彫
っ
て
い
た

と
こ
ろ
で
、
五
條
氏
が
川
崎
庄
に
い
る
と
分

か
っ
た
（
五
條
氏
は
矢
部
村
の
高
屋
城
に
お

り
、
当
時
川
崎
庄
に
属
し
て
い
た
）。
藤
九
郎

が
、
老
松
天
満
宮
と
後
醍
醐
天
皇
・
懐
良
親

王
と
の
ゆ
か
り
を
話
す
と
五
條
氏
は
感
激
し
、

し
ば
ら
く
高
屋
城
に
祀
っ
た
。
１
４
２
２
年

六
代
目
五
條
頼よ

り
つ
ね経

が
、
御
側
川
と
矢
部
川
本

流
（
当
時
は
三
国
川
）
の
合
流
点
の
宮み

や
の
お尾

山

に
老
松
天
満
宮
を
創
建
、
土
地
を
寄
進
し
た
。

　
　
　

　

地
名
宮
ノ
尾
は
、
良

り
ょ
う
せ
い成
親
王
の
大
杣
の

宮
（
御
所
）
へ
の
入
り
口
で
あ
り
、
宮
の
先

端
に
あ
た
る
と
い
う
意
味
を
込
め
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

市
役
所
矢
部
支
所
の
東
側
が
宮
尾
山
、
天

満
宮
は
そ
の
ふ
も
と
で
す
。
石
段
を
上
が
る

と
大
き
な
鳥
居
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
現

矢
部
中
学
校
の
東
を
走
る
道
路
に
立
っ
て
い

た
八
女
津
媛
神
社
の
大
鳥
居
で
、
木
材
運
搬

に
支
障
を
き
た
し
昭
和
15
年
（
１
９
４
０
）

頃
に
老
松
天
満
宮
に
移
設
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

宮
原
英
斉
神
官
・
栗
原
守
男
総
代
を
中

心
に
50
名
の
世
話
役
が
、
村
の
総
鎮
守
と
し

て
の
天
満
宮
行
事
を
復
活
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

元
日
午
前
0
時
か
ら
新
年
の
無
事
・
無

病
を
願
う
歳
且
祭
、
4
月
は
五
穀
豊
穣
と

息
災
を
祈
る
春
の
大
祭
、
７
月
は
夏
を
元

気
に
越
す
夏な
ご
し越
の
祈
願
。
夏
越
祭
は
子
ど

も
神
輿
を
繰
り
出
し
、
矢
部
村
な
ら
で
は
の

大
き
な
茅ち

が
やの

輪
が
鳥
居
に
取
り
付
け
ら
れ

ま
す
。
参
拝
者
は
、
厄
落
と
し
と
し
て
８
の

字
回
り
に
輪
を
く
ぐ
っ
て
社
殿
に
向
か
い
、

息
災
を
念
じ
ま
す
。
11
月
末
日
に
は
豊
作

と
無
事
を
感
謝
す
る
秋
の
大
祭
礼
（
新に

い
な
め嘗

祭
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
年
と
夏
越
の
祭

に
は
、
参
詣
者
が
年
ご
と
に
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　

高
藤
九
郎
の
子
孫
は
、
そ
の
後
瀬
高
に

住
み
、
濱は

ま
た
け武

氏
を
名
乗
り
ま
し
た
。
当
家
に

は
５
０
０
年
余
藤
九
郎
遺
言
と
し
て
伝
承

が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
元
中
９
年
（
１
３
９
２
）、両
統
和
合
（
南

北
朝
合
一
）
の
後
も
良
成
親
王
は
足
利
氏
を

に
く
み
、
応
永
の
年
号
用
い
給
は
ず
。（
中

略
）
良
成
親
王
薨こ
う
ぎ
ょ御

の
際
七
名
殉
死
せ
し

が
藤
九
郎
特
に
残
存
の
命
を
受
け
、
そ
の

子
基も

と
は
る春

兵べ

衛え

天
神
を
奉
じ
て
瀬
高
に
拠
り
、

住
吉
丸
を
造
り
て
舟
主
と
な
っ
て
海
路
苦
難

の
旅
を
続
け
た
り
。
今
な
お
天
神
は
瀬
高
な

る
濱
武
家
に
安
置
し
、
地
方
人
の
開か

い
せ
ん扇

を
乞

い
礼
拝
し
篤
く
信
じ
る
由
。
良
成
親
王
薨
御

の
後
足
利
氏
は
草
を
分
け
て
も
そ
の
一
統
を

根
絶
や
し
せ
ん
と
し
、
大
杣
御
所
は
足
利
氏

の
遺
兵
の
総
攻
撃
を
受
け
て
大
苦
戦
を
し

た
。
正

し
ょ
う
ち
ょ
う

長
９
年
（
１
４
３
７
）
９
月
藤
九
郎

は
御
陵
墓
に
参
拝
、
主
従
八
名
足
利
勢
に
襲

わ
れ
た
。
宮
尾
ま
で
逃
れ
た
が
、
夜
深
く
三

国
川
の
瀬
音
聞
き
つ
つ
岩
ケ
渕
の
か
た
わ
ら

銀
杏
の
下
に
自
害
し
て
永
眠
せ
り
。

　　
　

　

矢
部
郵
便
局
の
裏
に
「
藤
九
郎
の
墓
」

が
あ
り
、
以
前
は
地
主
の
新
宮
家
や
地
域

住
民
が
管
理
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
従
者

七
人
を
供
養
し
た
と
思
わ
れ
る
「
七
人
塚
」

は
矢
部
小
学
校
東
側
駐
車
場
に
立
っ
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
も
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
、
今

も
地
元
住
人
や
小
学
校
児
童
が
花
を
供
え

た
り
手
を
合
わ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
村
に

は
44
の
神
社
が
あ
り
、
半
数
の
22
が
菅
原

道
真
を
祀
る
天
満
神
社
で
す
。
老
松
天
満

宮
や
各
天
満
神
社
は
、
学
問
を
奨
励
す
る
・

天
神
に
豊
作
を
願
う
ほ
か
、
戦
さ
の
怨
霊
を

し
ず
め
る
た
め
私
た
ち
の
地
域
と
密
接
に
か

か
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　

矢
部
村　

山
口
久
幸　

【
参
考
】　

老
松
天
満
宮
神
官
の
話
・
矢
部

村
誌
・
矢
部
村
郷
土
史
（
昭
和
53
年
版
）

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ④

南
北
朝
ゆ
か
り
の

老
松
天
満
宮天満宮大鳥居と茅の輪

老
松
天
満
宮
の
由
来

宮
ノ
尾
と
天
満
宮

藤
九
郎
主
従
の
供
養

藤
九
郎
の
遺
言
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平成26 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

　
平
成
26
年
の
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
企

画
展
の
第
一
弾
と
し
て
、「
新
春
企
画
作
品
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
八
女
地
区
で
創
作
活
動
を
行
う
八
女
美
術

協
会
会
員
有
志
が
、
そ
れ
ぞ
れ
新
年
に
向
け
て

の
新
た
な
思
い
を
形
に
し
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い

◦
期
間
＝
１
月
５
日
㈰
～
２
月
２
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
※
最
終
日
は
午
前
中
ま
で

◦
会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館

　
　（
八
女
市
本
町
94
番
地
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

新
春
企
画
作
品
展

横町町家
交流館
1月の催し

【
地
場
産
品
発
掘
・
ブ
ラ
ン
ド

化
事
業
】

▽
匿
名
４
件

【
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育

及
び
少
子
化
対
策
事
業
】

▽
大
籠
　
清（
奈
良
県
生
駒
市
）

▽
辻
本
祥
子（
奈
良
県
橿
原
市
）

▽
手
も
み
処
ヴ
ェ
ル
デ
八
女
店

（
八
女
郡
広
川
町
）

▽
匿
名
４
件

【
観
光
振
興
・
交
流
事
業
】

▽
野
本
哲
嗣
（
福
岡
市
）

▽
辻
本
祥
子（
奈
良
県
橿
原
市
）

▽
匿
名
１
件

【
環
境
保
全
事
業
】

▽
牧
野
文
雄（
千
葉
県
松
戸
市
）

▽
松
﨑
能
久
（
福
岡
市
）

▽
匿
名
３
件

【
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め

る
特
定
の
事
業
】

▽
匿
名
８
件

◦
11
月
末
現
在
累
計
額
＝

２
５
２
９
万
８
９
０
４
円

※
八
女
市
を
応
援
し
て
く
だ

さ
る
皆
さ
ま
か
ら
の
ふ
る
さ
と

支
援
寄
附
を
お
ま
ち
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
長
公
室
企
画

政
策
係
（
☎
２
４
・
９
０
０
９
）

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼

　
　
　
　
　
　
※
敬
称
略

「110 番」は事件事故の緊急通報専用電話です。相談事で
の「110 番」は緊急な事件事故への対応を遅らせる原因と
なります。相談・要望などは、警察専用電話「♯ 9110」へ
お願いします。県内からの「110 番」は、すべて警察本部
の通信指令室につながります。必要なことを質問しますの
で、落ち着いてはっきりと答えてください。

★地番を確認して知らせましょう。
★地番が分からない時は、交差点名・バス停名・近くの店
など目標になるものを知らせましょう。
★目標がない場合は電柱番号や信号番号を知らせましょう。

★ 110 番を受け付けながら、警察署やパトカー・白バイな
どの無線で指令を行っています。安心して警察官の質問に
答えてください。

「１１０番」は緊急電話
相談ごとは「♯９１１０」

１月10日は
「１１０番の日」

県警シンボルマスコット「ふっけい君」

１１０番

緊急時
あわてず
あせらず

福
岡

場所をきちんと伝えましょう

直ちに現場に駆けつけます

プレミアム付「はちひめ商品券」の
使用期限は、平成26年1月5日㈰

期限を過ぎますとご使用いただけませんので、お早めに
ご使用ください。最新の取扱店一覧は、当所事務局また
はホームページで公開しています。
◦問い合わせ＝八女商工会議所（☎２２・５１６１）

飛形山風景
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地域に必要とされる
酪農を目指す

山さ
ん
と
う
か

頭
火
句く

碑ひ

を
濡ぬ

ら
す
や
片か

た

時し

雨ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
原
篤
子

穭ひ
つ
じ
だ田

の
今い

ま
を
生い

き
ぬ
く
青あ

お
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
崎
　
伸
子

真ま

向む
か
ひ
に
雪ゆ

き

山や
ま

望の
ぞ
む
露ろ

天て
ん
の
湯ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
延
み
さ
と

久ひ
さ
に
訪と

ふ
筆ふ

で

塚づ
か
ほ
の
と
時し

ぐ
れ雨
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
ト
シ
子

落お
ち
う
ど人
の
谷た

に
の
一い

ち
ぐ
う隅
紅も

み
じ葉
照て

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
島
　
景
子

濃の
う

淡た
ん

を
織お

り
な
す
渓た

に
の
冬ふ

ゆ
も
み
じ

紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堤
　
多
鶴
子

ピ
ラ
カ
ン
サ
蔓つ

る
か
ら
ま
れ
し
枝え

だ

重お
も
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
サ
ト
リ

八
女
紫
苑
句
会

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不

適
当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
市
長
公
室
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の       

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

　
私
に
は
２
つ
上
の
兄
が
い
ま
す
。
少
年

野
球
を
し
て
い
る
兄
は
、
い
つ
も
泥
ん
こ

に
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
い
て
、
こ
の
姿
を
見

て
「
楽
し
そ
う
」
と
思
っ
た
私
も
、
小
学

校
３
年
生
か
ら
野
球
を
始
め
ま
し
た
。

　
現
在
部
員
は
、
２
年
生
と
１
年
生
合

わ
せ
て
18
人
。
そ
の
内
、女
子
は
３
人
で
、

こ
れ
は
南
中
野
球
部
の
誇
り
で
す
。
私
は

主
に
投
手
と
内
野
を
守
っ
て
い
ま
す
。
投

手
と
し
て
試
合
に
出
る
前
は
、
いつ
も
不

安
な
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
。
し
か
し
、

審
判
の
「
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
！
」
と
い
う
こ

と
ば
が
聞
こ
え
る
と
、心
は一変
し
て
「
絶

対
に
打
た
れ
な
い
！
」
と
い
う
感
情
が
湧

い
て
き
ま
す
。
で
も
相
手
チ
ー
ム
の
攻
撃

が
２
順
目
に
な
る
と
、
打
者
は
完
璧
に

打
ち
返
し
て
き
ま
す
。
そ
の
時
は
、
自
分

の
力
だ
け
で
抑
え
る
と
い
う
気
持
ち
を
捨

て
、
後
ろ
に
い
て
く
れ
る
８
人
や
ベン
チ
の

仲
間
と
協
力
し
て
試
合
に
臨
ん
で
い
る
こ

と
を
改
め
て
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

男
子
が
ほ
と
ん
ど
の
野
球
部
の
中
で
女
子

の
私
が
投
手
と
し
て
、
ま
た
、
内
野
手
と

し
て
試
合
に
出
ら
れ
る
の
は
、
ど
ん
な
時

に
も
仲
間
と
し
て
支
え
て
く
れ
る
チ
ー
ム

メ
イ
ト
の
お
陰
で
す
。
楽
し
い
と
き
は
も

ち
ろ
ん
、
苦
し
い
時
や
悔
し
い
時
に
も
、

み
ん
な
で
声
を
か
け
合
っ
て
、
全
員
野
球

を
目
指
し
て
が
ん
ばっ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
に
は
ま
だ
ま
だ
足
り
な

い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
１
つ
は

体
力
で
す
。
男
子
に
負
け
な
い
体
力
を

つ
け
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
磨
き
、
納
得
の

い
く
ピ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
い
、
そ
の
た
め
に
今
、
冬
場

の
走
り
込
み
を
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

　
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
、

保
護
者
の
方
々
に
は
勝
利
の
数
で
恩
返

し
が
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
り
ま
す
。

矢ケ部和佳（やかべ わか）　本年度新チームの
副部長。八女地区中体連大会第３位の原動力と
なった。エース、５番打者として活躍中。負けず
嫌いで何事にも全力で取り組む女子選手。生徒
会役員としてもリーダーシップを発揮している。

めざすは全員野球！八女市立南中学校 2 年　
　　矢ケ部和佳さん

南中の野球
部員を紹
介します

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 26.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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1月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～ 20時
　　　　　　　　土日祝10時～ 20時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～ 17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
6 ㈪ ,13 ㈷ ,20 ㈪ ,27 ㈪ ,31 ㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
6 ㈪ ,20 ㈪ ,27 ㈪ ,31 ㈮図書館の休館日

１月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

7 ㈫ ,13 ㈷ ,14 ㈫ ,21 ㈫ ,28 ㈫ ,31 ㈮

★1月の館内整理日は31日㈮★

年末年始は12/29～1/4がお休みとなります

◦出演＝絵本作家 藤本ともひこさん
◦日時＝2月1日㈯13時30分～
◦場所＝八女文化会館ホール

「ねこときどきらいおん」でもおなじみ
の藤本ともひこさんによる講演です！

どんなのができる
かな？自分だけのミ
ニハウスをダンボー

ルで作ってみよう！
◦日にち＝2月1日㈯・2日㈰・
8日㈯・9日㈰・11日㈷
◦時間＝11時～ 12時
◦場所＝八女市立図書館本館
２階研修室

◦日時＝2月2
日㈰・8日㈯・9

日㈰・11日㈷・15日㈯14時～
★いつもとちがう雰囲気の中
でのよみきかせにぜひご参加
ください。※15日㈯11時から
は、0 ～ 2歳児対象の「あか
ちゃんよみきかせ」です。

今回のテーマは、八女市制60周年を迎えるにあたり『えほんのまち』をテーマに開催
します。期間中は、おすすめの本の展示や参加型のイベント、ボランティア等による
よみきかせなどをおこないます。大人から子どもまで楽しんでいただけるこの期間に
もぜひおいでください。

♥日時＝2月1日㈯～2月15日㈯　♥場所＝八女市立図書館本館・各分館
絵本だいすき『えほんのまち』

♥本館＝11日、18日、25日
　　　　（おはなしコーナー）
※いずれも土曜日14時から
※25日は小学生対象
♥黒木分館＝11日㈯11時～
　　 　　おはなしコーナー

1月のよみきかせ

1月のあかちゃんよみきかせ
0～2歳くらいの赤ちゃん対象
です♪
♥本館　18日㈯11時～
２階研修室
♥黒木分館　23日㈭11時～お
はなしコーナー

幼児～小学生の皆さん対象です♪

講演

ミニ
ダンボール
ハウス

絵本
だいすき
よみきかせ

「えほんときど
きあそびうた」

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

ミ
ル
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
実
践
す
る　

木
庭 

健
一
さ
ん（
吉
田
）

木庭デーリィ・ファームを経営する木
庭さん。1000 軒の酪農家が参加する
日本酪農青年研究連盟の副委員長と
九州協議会長も務めています。「安全
でおいしい牛乳を作るので、もっと多く
の人にたくさん飲んでもらいたいです」

60

　
11
月
13
日
㈬
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た

第
65
回
日
本
酪
農
研
究
会
～
酪
農
経
営

コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞（
農
林
水
産
大

臣
賞
）に
輝
い
た
木
庭
さ
ん
。現
在
乳
用

牛
71
頭
を
飼
育
。
地
域
と
連
携
し
た
取

り
組
み
や
、飼
料
の
低
コ
ス
ト
可
実
現
な

ど
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で
し
た
。

　
昭
和
60
年
に
父
の
代
か
ら
の
酪
農
を

継
ぎ
ま
し
た
。山
頂
に
牧
場
を
開
き
順

調
に
頭
数
を
伸
ば
し
て
い
た
平
成
３
年
、

台
風
で
牛
舎
が
全
壊
し
牛
９
頭
を
な
く

す
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。廃
業
も
考
え
ま

し
た
が
、仲
間
の
助
け
も
あ
り
継
続
。平

成
17
年
に
は
牛
舎
を
増
築
し
、併
せ
て
堆

肥
舎
も
作
り
頭
数
も
増
や
し
ま
し
た
。

「
安
心
安
全
で
品
質
の
良
い
生
乳
を
生
産

す
る
に
は
牛
の
健
康
が
第
一
」と
、朝
・
夕

の
搾
乳
前
、昼
の
え
さ
や
り
時
に
牛
の
健

康
状
態
の
確
認
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
地
域
の
企
業
か
ら
提
供
し
て

も
ら
う
オ
カ
ラ
を
サ
イ
レ
ー
ジ
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、飼
料
の
高
栄
養
価
・コ
ス
ト

削
減
に
繋
げ
て
い
ま
す
。４
年
前
か
ら
は

地
元
の
生
産
組
合
に
飼
料
用
稲
を
作
っ

て
も
ら
い
、そ
の
田
ん
ぼ
に
は
牧
場
の
堆

肥
を
入
れ
る
な
ど
、地
域
循
環
型
酪
農
・

ミ
ル
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
30
年
ほ
ど
前
は
旧
八
女
市
で
50
軒

ほ
ど
あ
っ
た
酪
農
家
も
、
現
在
で
は
11

軒
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
酪
農
を
取
り

巻
く
現
状
が
厳
し
い
中
、
地
域
に
必
要

と
さ
れ
る
酪
農
を
目
指
す
木
庭
さ
ん
。

「
地
域
の
協
力
が
あ
っ
て
、今
ま
で
や
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
耕
種
農
家
と
畜
産
農

家
が
互
い
に
支
え
合
う
こ
と
で
、さ
ら
に

豊
か
な
八
女
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
」

地域に必要とされる
酪農を目指す

おなかいっぱいえさを食べたあ
とは昼寝をします。木庭牧場
の牛たちは、環境のよい山の上
でのんびりと過ごしています。
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▽
中
途
退
職
し
た
人
で
、給
与
の
年

末
調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
人

▽
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

取
っ
て
い
る
人

▽
給
与
所
得
者
で
、農
業
、不
動
産

な
ど
、
給
与
以
外
の
所
得
の
合
計

額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

▽
給
与
所
得
者
・
年
金
所
得
者
で

扶
養
や
生
命
保
険
等
の
控
除
を
漏

ら
し
て
い
る
人

▽
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
人

▽
平
成
25
年
中
に
住
宅
を
新
築
・

増
改
築
等
を
し
て
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
対
象
と
な
る
人

▽
平
成
24
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
で
雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け
た

人
で
平
成
25
年
分
に
損
失
額
を
繰

越
し
た
人

▽
平
成
24
年
分
の
雑
損
控
除
等
の

申
告
を
漏
ら
し
て
い
る
人

▽
土
地
等
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

は
、
市
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
26
年
１

月
１
日
現
在
八
女
市
に
住
所
を
有

す
る
人
で
、
平
成
25
年
中
が
次
の

よ
う
な
場
合
に
は
市
役
所
へ
の「
市

県
民
税
の
申
告
書
」の
提
出
が
必

要
で
す
。

▽
営
業
、
農
業
、不
動
産
、
配
当
、

雑
（
個
人
年
金
等
）
、一
時
（
生
命

保
険
満
期
返
戻
金
等
）
な
ど
の
各

種
所
得
が
あ
る
人

▽
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
な
い
人
（
日
給
等
で
働
い
て
い
る

人
を
含
み
ま
す
）

▽
遺
族
年
金
、失
業
保
険
、障
害
年

金
な
ど
非
課
税
収
入
の
あ
る
人

▽
収
入
が
な
く
扶
養
に
入
っ
て
い
な

い
人

▽
市
外
に
住
ん
で
い
る
家
族
の
扶

養
に
入
っ
て
い
る
人

▽
年
金
所
得
者
で
次
に
あ
げ
る
人

①
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
人

※
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、か
つ
、

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ

る
場
合
に
は
、所
得
税
の
確
定
申
告

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、市
県
民
税

に
お
い
て
は
申
告
が
必
要
で
す
。
な

お
、所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

に
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

②
生
命
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控

除
な
ど
を
受
け
る
人

※
確
定
申
告
が
不
要
な
人
で
も
、生

命
保
険
料
や
医
療
費
な
ど
の
各
種
控

除
を
申
告
す
る
と
、市
県
民
税
が
減

額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」に

記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
の
各
種

控
除
が
あ
る
場
合
は
、「
市
県
民
税

の
申
告
」を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
６
月
か
ら
予
定
し
て
い
る
平
成

26
年
度
所
得
証
明
書
や
課
税
証
明

書
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
対
象

と
な
る
人
は
、軽
減
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

①
印
鑑（
認
印
で
可
）

▼上陽支所　税務課市民税係（☎23・1113）

日　　程 対象地区 会場 時間午　　前 午　　後
2月3日㈪ 上横山第１ 上横山第２

上陽支所
２階
大会議室

9時～ 16時
2月4日㈫ 下横山第１・第２ 久木原
2月5日㈬ 北川内第１ 北川内第２
2月6日㈭ 北川内第３ 北川内第４・第５

▼八女市役所本庁　税務課市民税係（☎23・1113）
日　　程 対象地区 会場 時間

2月17日㈪～ 3月17日㈪
（土・日・祝日は除く） 八女市全地区 八女市役所２階

205会議室
9時～
16時30分

下表のとおり、平成26年度（平成25年分）
市民税・県民税の申告受付を行います。お
住まいの地区の指定日に申告してください。
指定日に都合が悪い人は、指定日以外でも
申告日程のなかで受け付けていますので、期
限内の申告をお願いします。

平
成
25
年
分
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

▼矢部支所　税務課市民税係（☎23・1113）
日　　程 対象地区 会場 時間
2月3日㈪ １区・２区 矢

部
公
民
館

９
時
～
16
時

2月4日㈫ ３区・４区
2月5日㈬ ４区・５区
2月6日㈭ ６区　　　

▼星野支所　税務課市民税係（☎23・1113）
日　　程 対象地区 会場 時間
2月7日㈮ 小野地区 星

野
支
所

大
集
会
室

９
時
～
16
時

2月10日㈪ 椋谷地区
2月12日㈬ 星野地区
2月13日㈭ 上郷地区

▼立花支所　税務課市民税係（☎23・1113）
日　　程 対象地区 会場 時間

2月25日㈫ 光友地区
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

９
時
～
16
時

2月26日㈬ 辺春地区
2月27日㈭ 北山地区
2月28日㈮ 白木地区
3月3日㈪ 光友・辺春地区
3月4日㈫ 北山・白木地区
3月5日㈬ 立花全地区

所
得
税
と
市
県
民
税
の

申
告
に
つ
い
て

２
月
か
ら
平
成
25
年
分
の
所
得
税
・
市
県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

申
告
に
は
、
帳
簿
を
ま
と
め
領
収
書
等
は
項
目
ご
と
に
小
計
を
出
し
て
お

く
な
ど
の
整
理
を
し
、
収
入
金
額
と
必
要
経
費
を
算
出
し
て
備
え
て
く
だ
さ

い
。
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

確定申告
受付会場

所 
得 

税

市
県
民
税

◦
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

◦
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

◦
申
告
に
必
要
な
も
の

◦
申
告
し
な
い
と
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「東日本大震災からの復興
に関し地方公共団体が実施
する防災のための施策に必
要な財源の確保に係る地
方税の臨時特例に関する法
律」に基づき、平成26年度
から平成35年度までの10年
間、市民税・県民税の均等
割がそれぞれ500円引き上げられます。この引き上げによる税収は、八女
市と福岡県で実施する防災・減災事業に充てられます。

１年間の給与等の収入が1500万円を超える場合の給与所得控除につい
て、245万円の上限が設けられました。

公的年金等に係る所得以外の所得を有しなかった者が寡婦・寡夫控除を
受けようとする場合の市県民税の申告書の提出を不要とすることとされま
した。これは所得税において、年金所得者に係る源泉徴収税額の計算で
控除対象とされる人的控除の範囲に「寡婦・寡夫」が加えられ、年金所得
者が年金保険者に提出する扶養親族等申告書および年金保険者が市町村
に提出する公的年金等支払報告書に、新たに「寡婦・寡夫」の記載が追加
されたことにより、市町村で寡婦・寡夫控除の適用の有無を把握すること
が可能となったためです。
【注意】扶養親族等申告書に寡婦・寡夫の記載を漏らした人や扶養親族等
申告書を提出していない人は、寡婦・寡夫控除の適用の有無が把握できま
せん。その場合は、確定申告または市県民税の申告が必要となります。

▼黒木総合支所　市民生活福祉課市民・税務係（☎42・1113）

日　　程 対象地区 会場 時間午　　前 午　　後

2月7日㈮
大淵・大淵中央・北
大淵・東・剣持・無
田・吹原・月足

上鹿子尾・下鹿子尾・
南笠原・釈形

黒
木
総
合
支
所
大
会
議
室

９
時
～
16
時
30
分

2月10日㈪
花渡・神露淵・四条
野・岳弓掛・荒谷・
東木屋・山中

笠原中央・椿原・北
木屋

2月12日㈬ 南木屋・上田代・中田代 原・下名・中名
2月13日㈭ 下田代・鹿子生・上名 湯辺田・田本・中原
2月14日㈮ 本分中央・下本分 犬山・南本分
2月17日㈪ 上北本分 西桑原
2月18日㈫ 馬場 東桑原

2月19日㈬
谷蓮輪 西今
※上記行政区のほか、譲渡所得・山林所得
や雑損控除のある人

2月20日㈭
栄町・下町・中町・
東上町 東今・西上町

※上記行政区のほか、譲渡所得・山林所得
や雑損控除のある人

八女税務署では、次の会場で申告相談を行います。
◦会場＝八女伝統工芸館（八女市本町2-123-2）
◦期間＝2月7日㈮～ 3月17日㈪ ※土日・祝日は休み
◦相談時間＝9時～ 16時
※期間中は、八女税務署で申告相談は行いません。

申告書等の作成は国税庁ホームページ「確定申告
書等作成コーナー」をご利用ください！
www.nta.go.jp 国税庁 検索

⬅

クリック！

平成25年分の申告期限と納期限

確定申告会場

個人事業者の人へ

◦所得税・贈与税＝3月17日㈪
◦個人事業者の消費税および地方消費税＝3月31日㈪

八女税務署からのお知らせ

②
申
告
書
（
ま
た
は
お
知
ら
せ
ハ
ガ

キ
）
が
送
付
さ
れ
て
い
る
人
は
お
持

ち
く
だ
さ
い

③
申
告
者
本
人
名
義
の
口
座
（
所

得
税
の
還
付
申
告
に
該
当
す
る
場

合
必
要
）

④
所
得
金
額
を
証
明
で
き
る
も
の

▽
給
与
所
得
者
…
源
泉
徴
収
票

（
給
与
支
払
明
細
書
等
）

▽
農
業
、
営
業
等
、
不
動
産
所
得

者
…
収
支
明
細
の
わ
か
る
も
の（
帳

簿
、領
収
書
等
）

▽
農
業
所
得
者
…
購
買
取
引
報
告

書
（
Ｊ
Ａ
発
行
）
、集
落
営
農
構
成

員
精
算
通
知
書
（
担
い
手
組
織
分
）

▽
年
金
受
給
者
…
源
泉
徴
収
票

▽
雑
所
得
（
個
人
年
金
等
）を
受
け

た
人
…
保
険
会
社
の
支
払
調
書

▽
生
命
保
険
等
の
満
期
返
戻
金
を

受
け
た
人
…
支
払
機
関
か
ら
発
行

さ
れ
た
支
払
証
明
書

⑤
各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
の
控

除
証
明
書
等

▽
社
会
保
険
料
控
除
…
国
民
健
康

保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
等
の
納
付
証
明

書
、
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書

ま
た
は
支
払
証
明
書

▽
生
命
保
険
料
控
除
・
地
震
保
険

料
控
除
…
各
控
除
証
明
書

▽
医
療
費
控
除
…
医
療
費
の
領
収

書
、保
険
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
が

わ
か
る
も
の

▽
障
害
者
控
除
…
障
害
者
手
帳
等

▽
寄
付
金
控
除
…
寄
付
し
た
団
体

な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
た
受
領
証
等

▽
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
３
）

▽
八
女
税
務
署
代
表

（
☎
２
３
・
５
１
９
１
）

均等割 現行
（H25年度まで）

H26年度～
H35年度

市民税 ３，０００円 ３，５００円

県民税 １，５００円 ２，０００円

合計（年額） ４，５００円 ５，５００円

平成 26 年 1 月から事業所得（農業所得を含みます）、
不動産所得および山林所得を生ずべき業務を行う全
ての人は、記帳および帳簿等を保存する必要があり
ます。記帳・帳簿等の保存制度の詳細は、国税庁ホー
ムページの「個人で事業を行っている方の帳簿の記
載・記録の保存について」をご覧ください。

給与収入
給与所得控除

改正前 改正後
1,000万円超
1,500万円以下 給与収入金額×0.95

－170万円

給与収入金額×0.95
－170万円

1,500万円超 給与収入金額－245万円

◦市県民税均等割の引き上げ

◦給与所得控除の改正

◦公的年金所得者が寡婦・寡夫控除を受けようとする場合の申告手続の簡素化

平成26年度（平成25年分所得）課税の主な改正点

◦
問
い
合
わ
せ

！
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全
国
手
も
み
製
茶
大
会
で
県
代
表
矢
部
村
チ
ー
ム
優
勝

念願の優勝を果たした福岡県八女茶手もみ技術研究会の皆さん

育てたひまわりの花束を手渡しました

間伐を体験した八女高等学校生徒会の皆さん

小野寺防衛大臣と大坪さん（右）

防
衛
大
臣
か
ら
感
謝
状

高
校
生
が
間
伐
体
験

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　
上
陽
ひ
ま
わ
り
応
援
隊
々
員

20
人
（
小
学
４
年
～
６
年
）
が

12
月
７
日
㈯
、「
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
光
陽
の
郷
」
と
「
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
春
の
山
」
の
老
人
福

祉
施
設
を
慰
問
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
爺
婆
で
ガ
ン
バ
ル
協
議
会

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
る
「
ひ
ま
わ
り
交
流
事
業
」
の

一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
各
施
設
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
、
ひ
ま
わ
り
の
花
束
・「
折
り

紙
ひ
ま
わ
り
」
と
「
隊
員
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
」
を
貼
っ
た
模
造

紙
・「
ひ
ま
わ
り
の
首
飾
り
」
を

準
備
し
ま
し
た
。
慰
問
先
で
、
隊

員
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
一
人
一
人
に
「
ひ
ま
わ
り
の

首
飾
り
」
を
掛
け
て
回
る
と
、
皆

さ
ん
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
校
区
子
ど

も
の
社
会
力
育
成
運
営
委
員
会

事
務
局
・
八
女
市
上
陽
支
所
総

務
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
１
）

11
月
29
日
㈮
に
八
女
市
矢
部
村

市
有
林
の
分
収
契
約
を
結
ん
で
い

る
八
女
高
等
学
校
生
徒
会
役
員
な

ど
21
人
が
参
加
し
、
間
伐
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

ス
ギ
林
に
入
り
、
５
人
１
組
で

ノ
コ
ギ
リ
を
使
い
一
本
一
本
を
切
り

倒
し
ま
し
た
。
急
傾
斜
で
足
場
が

確
保
で
き
な
か
っ
た
り
密
集
し
た

林
中
で
思
う
よ
う
に
木
が
倒
れ
な

か
っ
た
り
四
苦
八
苦
す
る
な
か
で
、

木
を
育
て
る
こ
と
の
大
変
さ
を
体

感
し
ま
し
た
。
作
業
の
お
か
げ
で
、

ス
ギ
林
に
は
太
陽
光
が
差
し
込
み
、

生
徒
た
ち
は
達
成
感
を
か
み
し
め

て
い
ま
し
た
。

　
立
花
町
の
大
坪
福
美
さ
ん
が
自

衛
官
等
募
集
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
10
月
26
日
㈯
行
わ

れ
た
防
衛
大
臣
感
謝
状
贈
呈
式
で

感
謝
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
大
坪
さ

ん
は
、
平
成
５
年
７
月
か
ら
自
衛
官

募
集
相
談
員
と
し
て
20
年
間
、
自

衛
隊
入
隊
希
望
者
や
家
族
の
相
談

役
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
に
つ
い
て
大
坪
さ
ん
は

「
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で

す
。
入
隊
を
勧
め
た
隊
員
さ
ん
を

頼
も
し
く
思
う
と
と
も
に
、
自
分

の
子
ど
も
た
ち
と
共
に
国
防
の
一

端
を
担
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思

う
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
17
回
全
国
手
も
み
製
茶
技
術

競
技
大
会
が
11
月
13
日
㈬
静
岡
県

で
開
催
さ
れ
、
福
岡
県
八
女
茶
手

も
み
技
術
研
究
会
が
初
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

福
岡
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た

の
は
矢
部
村
の
栗
原
陽
平
さ
ん
・

栗
原
昭
夫
さ
ん
・
栗
原
秀
治
さ
ん
。

３
人
は
幼
な
じ
み
で
と
も
に
茶
業

を
継
ぎ
、
13
年
前
か
ら
チ
ー
ム
を

組
み
10
年
前
に
出
場
し
た
全
国
大

会
で
は
３
位
入
賞
。
そ
の
後
も
手

も
み
の
技
術
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

手
も
み
は
生
葉
２
・
５
キ
ロ
を
蒸

し
て
揉
ん
で
い
き
ま
す
。
審
査
は

形
状
（
外
観
）、色
沢
、香
気
、水
色
、

滋
味
の
合
計
点
で
競
わ
れ
ま
す
。

年
々
全
国
大
会
の
レ
ベ
ル
は
上
が

り
、
福
岡
県
チ
ー
ム
は
過
去
５
年

で
10
位
以
内
に
入
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
栗
原
さ
ん
た
ち

は「
温
度
管
理
と
形
状
が
重
要
」と
、

数
年
前
か
ら
努
力
を
重
ね
、
念
願

の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
今
回
の

優
勝
を
機
に
「
八
女
茶
文
化
と
技

術
の
継
承
と
共
に
、
八
女
茶
を
も

っ
と
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

16

上
陽
ひ
ま
わ
り
応
援
隊
が
老
人
福
祉
施
設
を
慰
問
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福
岡
県
で
第
１
号
と
な
る
「
協

定
で
育
む
『
農
山
村
と
の
絆
』
モ

デ
ル
事
業
」
協
定
締
結
式
が
11
月

21
日
㈭
行
わ
れ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式

会
社
九
州
総
支
社
と
山
村
塾
（
黒

木
町
）
が
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
食
の
安
心
安
全
や

環
境
問
題
に
対
す
る
関
心
の
高
ま

り
に
加
え
、
被
災
地
の
復
旧
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
な
ど
の
農
山
村

へ
の
支
援
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
継

続
し
て
い
く
た
め
、
都
市
団
体
と

の
支
え
合
う
関
係
を
築
き
農
山
村

地
域
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

締
結
式
で
八
女
市
長
が
立
会
人

と
な
り
、
山
村
塾
の
宮
園
福
夫
代

表
と
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
の
澤
田

和
良
九
州
総
支
社
長
が
協
定
書

を
交
わ
し
ま
し
た
。
澤
田
九
州
総

支
社
長
は
「
活
動
の
幅
を
広
げ
て

地
域
の
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」、
宮
園
代
表
は
「
こ
の
活
動
を

ど
う
中
山
間
地
振
興
に
つ
な
げ
て

い
く
か
が
課
題
」
と
話
し
ま
し
た
。

優勝した長峰校区パープルズ

協定書に署名をする宮園代表、三田村市長、
澤田総支社長（左から）

大きく育ったサツマイモ

（左）ふじなみ幼稚園ひばり組の皆さん（右）あゆみ保育園の1歳児

日本を訪れたNGO団体代表を前にあいさつする三田村市長

勤
労
感
謝
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

大
き
い
イ
モ
に
び
っ
く
り

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
と
山
村
塾
が
県
内
第
１
号
協
定
締
結

ア
ジ
ア
の
長
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
可
能
性
を
探
る

11
月
24
日
㈰
八
女
市
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
主
催
の
方
言
か

る
た
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
八

女
市
内
の
各
校
区
・
地
区
か
ら
14

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち

は
集
中
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
結
果
】

優
勝　
長
峰
校
区
パ
ー
プ
ル
ズ

２
位　

長
峰
校
区
下
吉
田
子
ど
も

会
Ｂ　

３
位　
矢
部
校
区
矢
部
α

４
位　
矢
部
校
区
仲
良
し
３
人
組

11
月
20
日
㈬
に
ふ
じ
な
み
幼
稚

園
、
22
日
㈮
に
あ
ゆ
み
保
育
園
の

園
児
が
黒
木
総
合
支
所
を
訪
れ
、

勤
労
感
謝
の
日
に
ち
な
み
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

ふ
じ
な
み
幼
稚
園
は
ひ
ば
り
組

23
人
が
、
あ
ゆ
み
保
育
園
は
１
歳

児
４
人
が
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

園
児
か
ら
「
毎
日
の
お
仕
事
ご
苦

労
さ
ま
で
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
の
言
葉
と
と
も
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
受
け
取
っ
た
永
石
総
合
支
所
長

は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一

生
懸
命
お
仕
事
頑
張
り
ま
す
の
で
、

園
児
の
皆
さ
ん
も
元
気
に
遊
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。
園
児
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

黒
木
町
の
古
澤
定
一
さ
ん
の
畑

で
大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
が
収
穫
さ

れ
ま
し
た
。
木
酢
を
ま
い
た
こ
と

で
大
き
く
な
っ
た
ら
し
く
古
沢
さ

ん
自
身
も
「
こ
ん
な
に
大
き
も
の

が
獲
れ
た
の
は
初
め
て
」
と
び
っ

く
り
し
て
い
ま
し
た
。

第
21
回
八
女
市
子
ど
も
会
方
言
か
る
た
会
開
催

国
際
長
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ア

ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
３
が
始
ま
っ

た
11
月
12
日
㈫
、
ア
ジ
ア
各
国
で

活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
な
ど
が
三

田
村
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。
訪

れ
た
の
は
ネ
パ
ー
ル
や
韓
国
な
ど

13
か
国
15
団
体
の
22
人
。
サ
ミ
ッ

ト
で
は
、
来
年
か
ら
開
催
す
る
、

各
国
の
若
者
が
３
～
６
か
月
の
期

間
グ
ル
ー
プ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

う
ア
ジ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
で
三
田
村
市
長
は
「
国

と
国
と
の
間
で
は
政
治
的
な
問
題

な
ど
が
あ
る
が
国
民
が
交
流
を
深

め
て
解
決
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

く
こ
と
が
大
事
」
と
語
り
ま
し
た
。

懇
談
の
中
で
ベ
ト
ナ
ム
の
団
体
代
表

か
ら
「
同
じ
よ
う
に
災
害
を
受
け

た
ベ
ト
ナ
ム
の
自
治
体
と
八
女
市

と
の
協
力
関
係
を
探
り
た
い
」
と

の
提
案
に
市
長
は
「
防
災
な
ど
世

界
共
通
の
課
題
な
の
で
交
流
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
は
「
み

ど
り
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

取
り
組
ん
で
お
り
11
月
23
日
㈷
、
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
敷
地
内
に
植
樹

を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
は
同
グ
ル
ー

プ
が
膨
大
な
電
力
を
使
用
す
る
こ

と
に
伴
い
大
量
の
二
酸
化
炭
素
を
排

出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
環
境
負
荷

低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て

植
樹
を
中
心
と
し
た
生
物
多
様
性

保
全
活
動
を
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

と
連
携
し
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
作
業
当
日
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
福

岡
グ
ル
ー
プ
６
社
の
社
員
や
そ
の

家
族
80
人
が
参
加
。
セ
イ
ヨ
ウ
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
と
モ
ミ
ジ
を
そ
れ
ぞ
れ

１
０
０
本
づ
つ
植
樹
し
ま
し
た
。

八
女
市
商
工
会
青
年
部
立
花
地

域
委
員
会
（
牛
嶋
寿
人
委
員
長
）

に
よ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

式
が
11
月
30
日
㈯
、
立
花
町
の
働

く
婦
人
の
家
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
昨
年
に
続
き
２
回
目
。
昨
年

は
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
の
復

興
を
願
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

彩
り
ま
し
た
。
今
年
は
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
い
い
ね
！
マ
ー
ク
が
ポ
イ

ン
ト
で
牛
嶋
会
長
は
「
立
花
地
区

の
活
性
化
と
ピ
ー
ア
ー
ル
と
と
も

に
、
正
月
の
帰
省
客
を
温
か
く
迎

え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
１
月

５
日
㈰
ま
で
の
期
間
、
17
時
30
分

か
ら
24
時
ま
で
働
く
婦
人
の
家
一

帯
を
明
る
く
照
ら
し
ま
す
。

　
八
女
市
租
税
教
育
推
進
協
議

会
に
よ
る
平
成
25
年
度
「
税
に
関

す
る
作
文
」
表
彰
式
が
11
月
26
日

㈫
、
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ど
れ
も

中
高
生
の
皆
さ
ん
が
日
常
生
活
か

ら
感
じ
た
「
税
金
の
重
要
性
と
そ

の
役
割
」「
納
税
の
大
切
さ
」
を
し

っ
か
り
と
主
張
し
た
優
秀
な
作
文

で
し
た
。
な
お
、
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）
。

▽
福
岡
国
税
局
長
賞
＝
「
税
に
つ

い
て
考
え
た
こ
と
」
池
尻
小
春
（
輝

翔
館
中
教
校
）
▽
福
岡
県
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
＝
「
生
活

と
密
接
に
つ
な
が
る
税
」
松
藤
瑞

稀
（
八
女
学
院
中
）
▽
八
女
税
務

署
長
賞
＝
【
高
校
生
の
部
】「
社
会

の
下
の
力
も
ち
」
姫
野
ソ
フ
ィ
ア
聖

佳
（
輝
翔
館
中
教
校
）【
中
学
生

の
部
】「
税
金
は
本
当
に
必
要
な
の

か
」
清
水
愛
弓
（
同
）▽
筑
後
県
税

事
務
所
長
賞
＝
【
高
校
生
の
部
】

「
税
金
の
有
効
な
活
用
」
渋
谷
璃

子
（
福
島
高
校
）【
中
学
生
の
部
】

「
く
ら
し
を
支
え
る
税
金
」
松
鵜
恒

平
（
輝
翔
館
中
教
校
）
▽
八
女
市

租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞
＝

「
税
金
っ
て
本
当
に
必
要
な
の
？
」

庄
篭
樺
恋
（
同
）▽
八
女
市
長
賞
＝

「
『
学
ぶ
』
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
ト
」 

笠 

柊
香
（
同
）
▽
八
女
市
教
育
委

員
会
教
育
長
賞
＝「
私
が
思
う
税
金

の
姿
」松
尾 

光
（
黒
木
中
）▽
八
女

地
区
税
務
連
絡
協
議
会
会
長
賞
＝

「
大
切
な
も
の
」濵
本 

桜
（
輝
翔
館

中
教
校
）・「
助
け
合
い
の
税
」
柴

田
恵
梨
（
同
）▽
八
女
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
会
長
賞
＝「
税
金
」岩
本

寛
世
（
同
）▽
八
女
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
優
秀
賞
＝「
税
金
の
利
用
」

西
村
祐
貴
（
八
女
学
院
中
）

税
に
関
す
る
中
高
生
の
作
文
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た

八
女
市
ス
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル「
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

宇
宙
教
室
」
が
11
月
23
日
㈷
、
お

り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
と
保
護

者
な
ど
１
３
７
人
が
参
加
し
、
宇

宙
研
究
開
発
や
ロ
ケ
ッ
ト
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

講
師
の
長
崎
守
高
さ
ん
は
日
本

の
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
と
打
ち

上
げ
等
に
30
年
余
り
携
わ
れ
た
ロ

ケ
ッ
ト
の
専
門
家
。
参
加
者
は
宇

宙
や
ロ
ケ
ッ
ト
の
貴
重
な
話
の
ほ

か
、
風
船
ロ
ケ
ッ
ト
の
工
作
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
で
作
ら
れ
た
水
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
な
ど
を
通
じ
て
ロ
ケ

ッ
ト
の
仕
組
み
や
お
も
し
ろ
さ
を

体
験
。「
水
ロ
ケ
ッ
ト
を
自
分
で
作

っ
て
、
打
ち
上
げ
て
み
た
い
」
と

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

宇
宙
研
究
開
発
や
ロ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
学
ぶ

い
い
ね
！
立
花

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
社
員
が
植
樹

イルミネーションで辺りは華やかに

社員やその家族も参加して植えていきました

（上）「中学生の税についての作文」入賞者の皆さ
ん（下）「税に関する高校生の作文」入賞者の皆
さん

ペットボトルロケットを発射準備をする参加者
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自
給
肥
料
供
給
施
設
職
員

◦
業
務
内
容
＝
上
陽
自
給
肥
料
供

給
施
設（
上
陽
町
下
横
山
木
浦
）で
、

搬
入
物
の
受
け
入
れ
、
液
化
堆
肥

の
運
搬
や
散
布
な
ど
を
行
う
。

◦
募
集
人
員
＝
１
人

◦
応
募
資
格
＝
平
成
19
年
６
月
１

日
以
前
の
普
通
自
動
車
以
上
の
免

許
を
取
得
し
た
人
、
ま
た
は
平
成

19
年
６
月
２
日
以
降
の
中
型
自
動

車
以
上
の
免
許
を
取
得
し
た
人

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
社
会
環

境
課
お
よ
び
上
陽
支
所
に
準
備
）

◦
受
付
期
間
＝
１
月
15
日
㈬
～
１

月
31
日
㈮
※
土・日・
祝
日
を
除
く
。

郵
送
の
場
合
は
１
月
31
日
㈮
必
着
。

◦
選
考
日
＝
２
月
23
日
㈰

◦
選
考
会
場
＝
八
女
市
役
所
２
０

２
会
議
室

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
お
よ
び

面
接

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
支
所
市

民
生
活
福
祉
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

し
て
３
年
以
上
の
勤
務
し
た
人

エ
知
事
が
前
３
号
に
掲
げ
る
人
と

同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認

め
る
人
で
、
次
に
掲
げ
る
期
間
の

合
計
が
３
年
以
上
で
あ
る
人
ま
た

は
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
講

習
会
の
課
程
を
修
了
し
た
人
　
　

　
A
児
童
福
祉
司
資
格
を
有
す
る

　
人
は
、
児
童
福
祉
事
業
に
従
事

　
し
た
期
間

　
B
社
会
福
祉
主
事
資
格
を
有
す

　
る
人
は
、
社
会
福
祉
事
業
に
従

　
事
し
た
期
間

　
C
社
会
福
祉
施
設
の
職
員
と
し

　
て
勤
務
し
た
期
間

▽
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人

◦
募
集
予
定
人
員
＝
１
人

①
～
⑤
共
通

◦
選
考
日
＝
２
月
16
日
㈰

◦
選
考
会
場
＝
八
女
市
役
所
１
０

３
会
議
室

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
作
文

お
よ
び
面
接

◦
受
付
期
間
＝
１
月
14
日
㈫
～
１

月
31
日
㈮
※
土・日・
祝
日
を
除
く
。

郵
送
の
場
合
１
月
31
日
㈮
必
着
。

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
子
育
て

支
援
課
に
準
備
）
※
必
要
な
場
合

は
資
格
証
明
書
の
写

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支

援
課
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

■
募
集
職
種

育
課
に
準
備
）、
資
格
証
明
書
の
写

※
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
資

格
取
得
見
込
み
の
人
含
む
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教

育
課
総
務
係
（
☎
２
３・１
９
５
４
）

■
募
集
職
種

男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
職
員

◦
業
務
内
容
＝
公
民
館
事
業
等
の

企
画
運
営
お
よ
び
施
設
管
理

◦
募
集
人
員
＝
若
干
名

◦
勤
務
地
＝
八
女
市
内

◦
受
付
期
間
＝
１
月
14
日
㈫
～
１
月

31
日
㈮
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

◦
選
考
日
＝
２
月
16
日
㈰

◦
試
験
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研

修
棟

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
作
文
・

面
接

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
に
準
備
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

■
募
集
職
種

① 

公
立
保
育
所
保
育
士

◦
資
格
＝
保
育
士
資
格
を
有
し
、

保
育
士
登
録
済
み
の
人
（
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
・
登
録

見
込
み
の
人
を
含
む
）

◦
募
集
予
定
人
員
＝
若
干
名

■
募
集
職
種

①
小
・
中
学
校
給
食
調
理
員

◦
資
格
＝
調
理
師
ま
た
は
栄
養
士

資
格
を
有
す
る
人

②
少
人
数
指
導
教
員

◦
資
格
＝
小
学
校
ま
た
は
中
学
校

の
教
員
免
許
を
有
す
る
人

③
適
応
指
導
教
室
指
導
員

◦
資
格
＝
小
学
校
ま
た
は
中
学
校

教
員
免
許
を
有
す
る
人

■
①
～
③
共
通
事
項

◦
募
集
人
員
＝
若
干
名

◦
受
付
期
間
＝
１
月
15
日
㈬
～
１

月
31
日
㈮
※
土・日・
祝
日
を
除
く
。

郵
送
の
場
合
は
１
月
31
日
㈮
必
着

◦
選
考
日
＝
２
月
16
日
㈰

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
作
文
・

面
接
※
給
食
調
理
員
は
作
文
試
験

を
除
く
。

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
学
校
教

市の嘱託職員
を募集します。

《全職種共通事項》　▽任用期間＝平成
26 年４月１日から１年間　▽賃金等＝
八女市規定による　▽詳細については
各課にお問い合わせください。

学
校
教
育
課

子
育
て
支
援
課

上
陽
支
所

男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課

◦職種＝一般事務、保育士、保健師、
看護師、給食員など
◦資格など＝一般事務はパソコンの操作
ができる人、保育士・保健師・看護師は
有資格者に限ります。
◦提出書類＝市販の履歴書。資格を要
する職種は、資格証明書（写）も必要です。
◦登録・任用＝応募に基づき登録し、必
要に応じて任用します。
◦申込・問い合わせ＝人事課人事係

（☎２３・２１２９）

市の臨時職員登録者を募集します

②
公
立
保
育
所
給
食
調
理
員

◦
資
格
＝
調
理
師
の
資
格
を
有
す

る
人
（
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

◦
募
集
予
定
人
員
＝
１
人

③
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
従

事
者

◦
資
格
＝
《
次
の
２
点
を
有
す
る
人
》

▽
教
員
資
格
を
有
す
る
人
。
ま
た
は
、

保
育
士
資
格
を
有
し
保
育
士
登
録
済

み
の
人
（
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

に
取
得
・
登
録
見
込
み
の
人
を
含
む
）

▽
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人

◦
募
集
予
定
人
員
＝
若
干
名

④
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

◦
資
格
＝
《
次
の
２
点
を
有
す
る

人
》
▽
児
童
福
祉
、
児
童
教
育
分

野
で
の
職
歴
や
活
動
経
験
が
あ
る

人
で
本
事
業
を
理
解
し
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割
が
で
き
る
人

▽
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人

◦
募
集
予
定
人
員
＝
若
干
名

⑤
母
子
生
活
支
援
施
設
ひ
ま
わ
り

園
園
長

◦
資
格
＝
《
次
の
ア
～
エ
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
母
子
生
活
支
援
施
設

の
運
営
に
関
し
必
要
な
知
識
を
習
得

さ
せ
る
た
め
の
研
修
を
受
け
た
人
》

ア
医
師
で
あ
っ
て
、
精
神
保
健
ま

た
は
小
児
保
健
に
関
し
て
学
識
経

験
を
有
す
る
人

イ
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
人

ウ
母
子
生
活
支
援
施
設
の
職
員
と
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ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
で
楽
し
く
一

緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
１
月
18
日
㈯
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

３
号
室

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室
『
竹
取
物
語
』
末

石
さ
ん
（
☎
２
３
・
３
３
６
６
）

　
高
杉
晋
作
と
明
治
維
新
革
命
。

◦
日
時
（
場
所
）
＝
▽
１
月
24
日

㈮
18
時
30
分
開
演
（
お
り
な
す
八

女
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）
▽
１
月
26

日
㈰
13
時
30
分
開
演
（
八
女
市
農

業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
※
上
陽
町
）

◦
料
金
＝
一
般
２
５
０
０
円
、
中
高

生
１
０
０
０
円
、
小
学
生
５
０
０

円
※
当
日
券
は
５
０
０
円
増
し

◦
問
い
合
わ
せ
＝
劇
団
は
ぐ
る
ま
座

◦
コ
ー
ス
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
～
山

下
天
満
宮
～
酒
井
田
熊
野
神
社
～

福
島
八
幡
宮
～
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
参
加
費
＝
無
料
（
会
員
以
外
は

保
険
料
と
し
て
１
０
０
円
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会

荒
川
さ
ん
（
☎
０
９
０・４
９
９
７・

５
８
１
３
）

　「
ど
う
な
る
日
本
」
政
治
・
経
済
の

問
題
点
を
斬
る
！
講
師
は
テ
レ
ビ
で

お
な
じ
み
の
岸
博
幸
氏
（
慶
應
義
塾

大
学
大
学
院
教
授
、
元
郵
政
民
営

化
担
当
大
臣
秘
書
官
）。
入
場
無
料

◦
日
時
＝
１
月
16
日
㈭
18
時
～

（
17
時
開
場
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モニ
ー

ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
商
工
会（
☎

４
２
・
０
１
５
３
）
／
八
女
商
工
会

議
所
（
☎
２
２
・
５
１
６
１
）

　
今
回
は
「
な
ぜ
親
と
一
緒
に
電
気

屋
さ
ん
を
始
め
た
の
か
、
未
来
の

電
気
屋
さ
ん
は･･･

」
と
題
し
、
弥

永
賢
伸
さ
ん
（
で
ん
き
の
ア
ズ
）
の

講
演
。
参
加
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
１
月
17
日
㈮
19
時
～

◦
場
所
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
ケ
ア
プ

ラ
ン
金
太
郎
（
清
水
町
商
店
街
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
２
４
・

９
６
５
７
）

　「
時
代
と
と
も
に
発
展
し
た
福
岡

県
の
交
通
～
鉄
道
軌
跡
を
中
心
に

～
」
と
題
し
た
企
画
展
を
開
催
し

ま
す
。
観
覧
無
料
。

◦
期
間
＝
１
月
７
日
㈫
～
３
月
23

日
㈰
９
時
～
17
時
※
月
・
祝
日
休

館
（
月
祝
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
共
同

公
文
書
館
１
階
展
示
室
（
筑
紫
野

市
上
古
賀
）
☎
０
９
２
・
９
１
９
・

６
１
６
６
Shttp://kobunsyokan.

pref.fukuoka.lg.jp/

◦
日
時
＝
１
月
12
日
㈰
８
時
30
分
、

八
女
伝
統
工
芸
館
前
集
合

八
女
事
務
所
（
☎
２
２・６
５
６
６
）

◦
日
時
＝
1
月
26
日
㈰
14
時
開
場
、

14
時
30
分
開
演

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
入
場
＝
無
料
（
入
場
整
理
券
有
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
輝
翔
館
中
等
教

育
学
校
（
☎
４
２
・
１
９
１
７
）

　
ま
き
割
り
か
ら
も
ち
を
丸
め
る

ま
で
、
子
ど
も
と
大
人
の
チ
ー
ム
を

つ
く
り
一
緒
に
体
験
し
ま
す
。
豆
ま

き
の
豆
を
ま
く
年
男
・
年
女
（
う

ま
年
生
ま
れ
）
を
子
ど
も
10
人
・

大
人
10
人
募
集
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
２
日
㈰
受
付
９
時

45
分
～
（
雨
天
決
行
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
共
生
の
森

（
☎
２
２
・
２
２
５
７
）

①
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

　
誰
も
が
気
楽
に
楽
し
め
ま
す
。

室
内
用
運
動
靴
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
１
月
11
日
㈯
20
時
～
※

毎
月
第
２
土
曜
日
、
参
加
費
無
料

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館

②
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
　

　
ビ
ニ
ー
ル
の
ボ
ー
ル
で
簡
単
に
プ

レ
ー
で
き
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
。

◦
日
時
＝
２
月
９
日
㈰
９
時
～
　

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館
２
階
球
技
場

◦
参
加
費
＝
▽
一
般
一
人
２
０
０
円

▽
会
員
無
料

◦
申
込
受
付
＝
１
月
11
日
㈯
か
ら

※
先
着
36
チ
ー
ム

◦
①
②
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
内
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ（
☎
２
４・

１
３
４
０
）

　体操教室や音楽療法なども取り入れた
シリーズ学習です。継続して参加されるこ
とで、仲間もでき楽しい講座です。多くの
人の参加をお待ちしています。参加無料。
▼日程・会場

【立花会場】立花支所（市民センター）101
研修室／ 1月16日㈭ 10 時～ 11時 30 分
／音楽で心身ともにリフレッシュ／音楽療
法士・中村芳子さん

【黒木会場】黒木総合支所大会議室
1 月 22 日㈬ 10 時～ 11時 30 分／音楽で
心身ともにリフレッシュ／音楽療法士・中
村芳子さん

【星野会場】星野支所集会室
1 月 28 日㈫ 13 時 30 分～ 15 時／音楽で
心身ともにリフレッシュ／音楽療法士・中
村芳子さん

【八女会場】おりなす八女はちひめホール
2 月 7 日㈮ 10 時～ 11時 30 分／自宅で
実践できる認知症予防のコツ④／レクリ
エーションコーデイネーター・原田弘美さん

【全会場共通】⃝開始 30 分前から受付。
各会場で保健師の「高齢者巡回相談」を
行います。お気軽にご相談ください。
⃝認知症予防に関心のある人対象。どの会
場にも自由に参加できます。事前申し込み
はいりません。筆記用具と室内用靴・飲み
物をご持参ください。体を動かしやすい服
装で参加ください。
⃝問い合わせ＝介護長寿課 高齢者支援係  

（☎２３・１３０８）

認知症予防の
コツを学ぼう

げ 座ん き 脳 講

空き家を売りたい・貸したい人
は、下記までお問い合わせくだ
さい。
⃝募集対象エリア＝黒木町・上
陽町・立花町・矢部村・星野村
⃝問い合わせ＝市長公室企画政
策係（☎２４・８０１３）
★受付時間＝平日9時～16時
30分※お越しの際は必ず事前
にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪

お
知

ら
せ

福
岡
共
同
公
文
書
館
企
画
展

劇
・
動
け
ば
雷
電
の
如
く

輝
翔
館
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

共
生
の
森
「
も
ち
つ
き・豆
ま
き
」

み
ん
な
で
歌
お
う
ボ
ン
モ
マ
ン

第
５
回
地
域
活
動
講
演
会

新
春
経
済
講
演
会

健
康
ウ
オ
ー
ク
（
三
社
詣
）

教
室
・
講
座

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室
＆
大
会
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
推
薦
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
人
対
象
。
受

講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
別
途
必

要
。

◦
訓
練
コ
ー
ス
（
定
員
）
＝
パ
ソ
コ

ン
初
級
科
④
（
20
人
）

◦
募
集
締
切
＝
２
月
４
日
㈫

◦
受
講
期
間
＝
３
月
４
日
㈫
～
５

月
30
日
㈮
※
３
か
月

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
八
女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　「
職
場
や
地
域
で
活
躍
し
た
い
、

社
会
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
」
と

い
う
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
後
押
し

す
る
た
め
、
し
ご
と
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
合
同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

企
業
と
の
面
談
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、
専

門
相
談
員
が
皆
さ
ん
の
希
望
を
伺

う
相
談
ブ
ー
ス
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
参
加
無
料
・
申
込
不
要
。

◦
日
時
＝
１
月
16
日
㈭
13
時
～
16
時

◦
場
所
＝
久
留
米
商
工
会
館
５
階

大
ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
70
歳
現

役
応
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
４

３
２
・
２
５
７
７
）

※
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
水
・

金
曜
日
10
時
～
17
時
に
久
留
米
市

ジ
ョ
ブ
プ
ラ
ザ
（
久
留
米
市
庁
舎

２
階
）
で
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◦
日
程
＝
①
１
月
22
日
㈬
14
時
～

15
時
30
分
②
１
月
31
日
㈮
10
時
～

11
時
30
分
③
２
月
５
日
㈬
14
時
～

15
時
30
分
④
２
月
19
日
㈬
10
時
～

11
時
30
分
⑤
２
月
28
日
㈮
14
時
～

15
時
30
分
⑥
研
修
終
了
後
、
現
地

で
演
習

◦
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階
大

会
議
室

◦
内
容
＝
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

実
践
研
修
、
現
場
演
習

◦
講
師
＝
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
原
田
弘
美
さ
ん

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
３・１
３
０
８
）

　
今
年
度
第
４
回
定
期
募
集
の
受

付
を
１
月
14
日
㈫
か
ら
１
月
31
日

㈮
ま
で
実
施
し
ま
す
。
募
集
案
内

で
受
け
付
け
ま
す
。
雨
天
の
場
合
、

忠
見
小
学
校
で
た
こ
の
審
査
を
行

い
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

①
②
共
通

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・

１
３
１
８
）

　
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
さ
ら

に
力
を
つ
け
て
い
た
だ
け
る
講
座
で

す
。
継
続
し
て
参
加
さ
れ
る
こ
と
で

自
信
も
つ
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か

ら
活
動
を
始
め
よ
う
と
考
え
て
い
る

人
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動

に
関
心
の
あ
る
人
も
歓
迎
。
開
始

30
分
前
か
ら
受
付
。
事
前
申
し
込

み
不
要
。
体
を
動
か
し
や
す
い
服

装
で
、
お
茶
・
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

を
持
参
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料

（
申
込
書
）
は
１
月
14
日
㈫
か
ら
配

布
し
ま
す
。
詳
細
は
募
集
案
内
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
応
募
者
数
が
募
集
戸
数

を
超
え
る
場
合
は
公
開
抽
選
と
な

り
ま
す
。
入
居
申
込
資
格
等
は
、

募
集
案
内
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
案
内
配
布
・
問
い
合
わ
せ

＝
都
市
計
画
課
（
☎
２
３
・
２
５

７
７
）
／
黒
木
総
合
支
所
建
設
課

（
☎
４
２
・
１
１
１
７
）
／
立
花
支

所
建
設
課
（
☎
２
３
・
４
９
３
０
）

／
上
陽
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
５

４
・
２
２
１
９
）
／
矢
部
支
所
建

設
経
済
課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

／
星
野
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
５

２
・
３
１
１
４
）

◦
募
集
住
宅
＝
県
内
に
所
在
す
る

県
営
住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
・
受
付
期

間
＝
１
月
14
日
㈫
～
22
日
㈬
に
都

市
計
画
課
、
総
合
支
所
・
各
支
所

の
窓
口
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社
（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９
）

　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
ま
た
は
、

①
た
こ
作
り
教
室

　
八
女
の
和
紙
を
使
っ
て
、
自
分
だ

け
の
た
こ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
１
月
18
日
㈯
10
時
～

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館
　

◦
対
象
＝
市
内
子
ど
も
会
会
員（
子

ど
も
）
と
そ
の
保
護
者

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円

◦
持
参
す
る
物
＝
は
さ
み
、
の
り

◦
申
込
締
切
＝
１
月
10
日
㈮
※
申

込
み
は
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

②
親
と
子
の
た
こ
あ
げ
大
会

　「
た
こ
作
り
教
室
」
で
作
っ
た
た

こ
や
手
作
り
の
た
こ
を
持
ち
寄
っ
て

親
子
な
ど
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
優

秀
作
品
に
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す(

子
ど
も
会
会
員
の
み)

。

◦
日
時
＝
１
月
26
日
㈰
10
時
～

◦
会
場
＝
八
女
市
桜
公
園
運
動
広

場
（
本
）
※
申
込
み
は
当
日
会
場

25
年
度
第
４
回
市
営
住
宅

ポ
イ
ン
ト
方
式
県
営
住
宅
入
居
者

高
齢
者
の
た
め
の
し
ご
と
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
同
説
明
会

　インフルエンザ流行の季節です。日常生
活でできる予防方法を実行しましょう
①栄養と休養を十分取る
②人混みを避ける
③適度な温度・湿度を保つ（ウイルスは低温、
低湿を好み乾燥しているとウイルスが長時
間空気中に漂っています）
④外出後は、まめな手洗いとうがいの励行
⑤飛沫感染対策の「咳エチケット」としてマ
スクを着用

インフルエンザを
予防しましょう

就
業
支
援

八
女
市
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

市
子
連
「
た
こ
作
り
教
室
」
＆

「
親
と
子
の
た
こ
あ
げ
大
会
」

　福岡県後期高齢者医療制度の被保険者を
対象に生活習慣病の予防および早期発見・
早期治療を目的に健康診査を実施していま
す。平成 25 年度の受診期限は平成 26 年 3
月 31日です。まだ受診していない人は実施
医療機関等でお早めに予約の上、受診して
ください。実施医療機関については、受診
票と一緒に一覧表をお送りしています。
　受診のときは、「被保険者証（保険証）」
と広域連合が郵送した「受診票」、自己負担
金 500 円が必要です。受診票が見あたらな
い場合は再発行しますので、問い合わせく
ださい。※生活習慣病（糖尿病や高血圧症な
ど）で治療中の人は受診の対象となりません。
◦福岡県後期高齢者医療広域連合お問い合
わせセンター（☎０９２６５１・３１１１）

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

【認知症セミナー～住みなれた家で生活を続けるために】◦日時＝1月16日㈭ 14 時～ 16 時◦会場
＝みやま市瀬高公民館大ホール◦入場＝無料◦問い合わせ＝新船小屋病院（☎ 0944・62・4161）

年に一度は検診を受けましょう
受診期限は3月31日！！
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期
間
中
、
電
話
と
面
接
に
て
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
無
料

◦
期
日
＝
１
月
17
日
㈮
・
18
日
㈯
、

９
時
30
分
～
16
時
30
分

◦
電
話
相
談
＝
０
９
４
２
・
３
８
・

１
８
４
２
（
期
間
中
の
臨
時
電
話
）

◦
面
接
相
談
＝
久
留
米
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー（
久
留
米
市
本
庁
舎
３
階
）

◦
相
談
内
容
＝
子
育
て
、
非
行
、
い

じ
め
、
引
き
こ
も
り
、
就
労
な
ど

子
ど
も
や
若
者
に
関
す
る
悩
み

◦
問
い
合
わ
せ
・
面
接
予
約
＝
県
青
少

年
課
（
☎
０
９
２・６
４
３・３
３
８
８
）

　
月
に
一
度
、
久
留
米
年
金
事
務

所
の
職
員
が
商
工
会
議
所
で
個
別

に
年
金
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

を
希
望
す
る
人
は
、
前
日
ま
で
に

【熊野神社 鬼の修正会】◦日時＝1/4 ㈯
17 時～ 22 時 30 分◦場所＝熊野神社
◦問＝同保存会（☎ 0942・53・0286）

【筑後川昇開橋初日の出＆渡り初め】
◦日時＝1/1㈷ 6:30 ～ 8:30 ※先着 200
人に紅白もち配布◦問＝（公財）昇開橋
観光財団（☎０９４４・８７・９９１９）

【古賀政男ギターアンサンブルふれあい
コンサート】◦日時＝1/26 ㈰ 10:00 ～
12:00◦場所・問＝古賀政男記念館

（☎０９４４・８6・４１３３）

【幸若舞】◦日時＝1/20 ㈪ 12：00 ～
◦場所＝大江天満神社舞堂（みやま市
瀬高町大江）◦問＝社会教育課

（☎ 0944・32・9180 平日）

みやま市

筑後市

大川市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国
イベント情報後筑 ちくごななこく七国

同
事
務
所
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
日
＝
▽
１
月
23
日
㈭
筑
後

商
工
会
議
所

▽
２
月
19
日
㈬
八
女
商
工
会
議
所

◦
時
間
＝
10
時
～
16
時

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務

所
（
☎
０
９
４
２・３
３・６
２
１
５
）

※
年
金
の
受
給
や
請
求
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５
」

ま
た
は
「
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１

６
５
」
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
・
障
が
い
者
に
関
す
る

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
毎
週
木
曜
日
13
時
～
16
時

◦
相
談
電
話
＝
０
９
４
２
・
４
６
・

２
６
６
７
（
専
用
電
話
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
弁
護
士
会
筑
後

部
会
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
０
１
４

４
／
N
０
９
４
２
・
３
２
・
２
６
９
１
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
」（
事
前
登
録
必
要
）
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
２
月
利
用
者
の
会
＝
１
月
25
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
近
年
、
県
内
に
お
い
て
重
油
等

の
油
類
が
河
川
や
水
路
へ
流
出
す

る
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特

に
冬
期
は
農
業
用
施
設
等
で
の
油

類
の
利
用
が
多
く
な
る
た
め
、
こ
の

傾
向
が
顕
著
で
す
。
油
流
出
事
故

が
発
生
す
る
と
周
辺
の
環
境
や
生

態
系
に
悪
影
響
を
与
え
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
上
水
道
の
取
水
停
止

や
農
業
・
漁
業
被
害
が
生
じ
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
油

流
出
事
故
の
原
因
者
は
高
額
の
処

理
費
用
を
負
担
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

◉
油
流
出
事
故
を
防
止
す
る
に
は

･･･

油
流
出
事
故
の
発
生
の
多
く

が
、
設
備
の
点
検
・
維
持
管
理
の

不
備
や
操
作
時
の
人
為
的
ミ
ス
が

原
因
で
す
。
タ
ン
ク
等
に
異
常
が

な
い
か
普
段
か
ら
確
認
を
行
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
油
類
を

使
用
す
る
際
や
、
タ
ン
ク
等
に
補

給
す
る
際
に
は
特
に
注
意
し
て
作

業
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◉
油
流
出
事
故
が
発
生
し
た
場
合

は･･･

油
流
出
事
故
が
発
生
し
た

場
合
や
発
見
し
た
場
合
に
は
、
す

ぐ
に
消
防
署
、
市
役
所
ま
た
は
保

健
所
等
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
連
絡
先
＝
▽
県
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
環
境
指
導
課
（
☎

２
２
・
６
９
６
４
）
▽
市
役
所
社

会
環
境
課
（
☎
２
３
・
１
４
６
２

▽
市
役
所
農
業
振
興
課
農
産
園
芸

係
（
☎
２
３
・
１
１
１
８
）

　
住
宅
に
設
置
す
る
浄
化
槽
の
大

き
さ
（
人
槽
区
分
）
は
、「
建
築
物

の
用
途
別
に
よ
る
屎
尿
浄
化
槽
の

処
理
対
象
人
員
算
定
基
準
（
Ｊ
Ｉ

Ｓ 

Ａ 

３
３
０
２
‐
２
０
０
０
）」
に

よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

延
べ
床
面
積
１
３
０
㎡
を
超
え
る

既
存
住
宅
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
、
通
常
は
７
人
槽
で
す
が
、

実
居
住
人
員
が
２
人
以
下
の
場
合

で
、
将
来
的
に
も
人
員
の
増
加
が

見
込
ま
れ
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、

５
人
槽
の
設
置
が
認
め
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
社
会
環
境
課

（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）
▽
黒
木
総

合
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
４

２
・
１
４
６
３
）
▽
県
南
筑
後
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
地
域
環
境
課

（
☎
２
２
・
６
９
６
３
）

油
流
出
事
故
に
注
意
を

既
存
住
宅
に
浄
化
槽
を
設
置

す
る
場
合
の
人
員
算
定
基
準

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

４月に八女市立小・中学校に
入学する新１年生に ｢入学通

知書｣ をお届けします。この通知
書が１月末までに届かないときや、
転居などで学校が変わる予定の人
は、学校教育課へ連絡してくださ
い。なお、私立や国立、県立の小・
中学校に入学する場合は「入学許
可証」か「合格通知書」を提出し
てください。
✿小学校入学式＝４月９日㈬
※上陽北汭学園小学校は中学校と
の合同入学式のため４月８日㈫。
✿中学校入学式＝４月８日㈫
✿問い合わせ＝学校教育課
　（☎２３・１９５４） 

年
金
相
談

あ
い
ゆ
う
高
齢
者
障
が
い
者

無
料
電
話
相
談

親
と
子
の
な
や
み
相
談

新入学の児童・生
徒に「入学通知書」
をお届けします



広報やめ　2014.1.123

火災出火件数   5件 （  30件）
救急出動件数 256件 （2,665件）
救急搬送人数 261人 （2,588人）

人身事故発生件数 67件 （498件）
傷　　者 92人 （657人）
死　　者 0人 （  4人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 68,003 (-123)
男 32,012  (-42)
女 35,991  (-81)

世帯数 24,212  (-68)
　※（　）内は前月比

出生 34 人 転出 203人
転入 126 人 死亡 80人

◦市県民税（第 4 期）
◦国民健康保険税（第 7 期）
◦介護保険料（第 7 期）
◦後期高齢者医療保険料（第 7 期）
◦住宅家賃　◦保育料 ▼ 11 月の交通事故の状況

▼ 11 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（11月30日現在）

▼ 11 月の異動
納期限・口座振替日は1月31日金

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

無料法律相談
◦1月16日㈭※1/6予約開始、2月6日㈭　
※1/27 予約開始／相談 13:00 ～16:00　
／予約・法務局八女支局☎ 23・2603
◦1 月10 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦1 月17 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦1 月 24 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福祉
　センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦1 月17 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦1月9日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦1月20日㈪９:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家(立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦1月21日㈫10:00～11：00／黒木総合支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦1月10日㈮13:00 ～ 16:00/社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦1月9日㈭13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦1月15日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦1月14日㈫13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦1月14日㈫13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦1月10日㈮13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦1月17日㈮13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦1月15日 ㈬、29日 ㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦1月15日㈬9:30 ～ 12:00

　／ふじの里（黒木）
◦1月8日㈬、22日㈬13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦1月8日㈬、22日㈬9:30 ～ 12:00　
　／かがやき（立花）
税務相談会
◦1月14日㈫10:00 ～ 15:00/商工会議所
不動産に関する何でも相談会
◦1月22日㈬13:00 ～ 15:00/商工会議所
経営支援相談会
◦1月20日㈪13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦1月21日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所206会議室
◦1月9日㈭９:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦1月10日㈮・21日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦1月21日㈫10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦1月23日㈭10:00 ～ 12:00/星野支所
家庭児童相談室
◦平日９:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
健福祉環境事務所分庁舎（八女総合庁
舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜８:30 ～ 16:30 ／八女市役
所消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜9:00 ～ 16:00 ／黒木総合支
所第３相談室☎42・1111

消費生活無料法律相談
◦1月21日㈫13:00 ～ 16:00/ 八女市役
所消費生活相談窓口 ※予約☎23・1183

教育相談
◦平日９:00～17:00／八女市教育委員
会　※予約☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
所　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日９:15～17:00／日本損害保険協会そんぽ
ADRセンターナビダイヤル（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日９:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日20:00 ～ 21:00 ／福岡県青年司
法書士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木総合支所内）
☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

1月に
納める
もの

相談はお気軽にどうぞ



今
回
は
八
女
観
光
物
産
館

「
と
き
め
き
」
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
24
年
４
月
に
オ
ー
プン
し

た
八
女
・
奥
八
女
の
魅
力
を

ギュッ
と
つ
め
こ
ん
だ
施
設
。
建

物
は
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

『
八
女
福
島
の
白
壁
の
町
並

み
』
を
コン
セ
プ
ト
に
八
女
産

材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

店
内
で
は
市
内
各
地
の
見
所

を
パネルで
紹
介
し
、各
地
の
物

産
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
物

産
館
オ
リ
ジ
ナルの
八
女
茶
ソフ

ト
ク
リ
ームに
は
星
野
産
高
級
抹

茶
を
使
用
、抹
茶
・バニラ
・ミッ

クスの
３
種
類
の
味
が
楽
し
め
ま

す
。他
に
も
、お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち

の
手
作
り
農
産
加
工
品
、八
女

産
は
ち
みつ
、イノシシ
カレ
ー
、市

内
４
酒
蔵
の
お
酒
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、市
内
各
地
の
八
女
茶
が

集
ま
り
、八
女
茶
を
使った
お
菓

子
も
そ
ろってい
ま
す
。八
女
茶

を
購
入
の
際
に
は
、試
飲コーナ
ー

でス
タッフ
か
ら
丁
寧
に
説
明
し

て
も
ら
え
ま
す
。予
算
に
応
じ

た
商
品
の
詰
め
合
わ
せ
も
で
き
、

贈
り
物
に
も
最
適
で
す
。

平
成
25
年
４
月
か
ら
始
まっ

た
大
好
評
の「
八
女
軽
ト
ラ
市
」。

毎
月
第
２
・
４
日
曜
の
９
時
30

分
～
13
時
に
開
催
し
てい
ま
す
。

徐
に々
出
店
者
も
増
え
、
旬
の

新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、お
米
、

ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
を
豊
富
に
取

り
そ
ろ
え
、
皆
様
の
お
越
し
を

心
よ
り
お
待
ち
し
てい
ま
す
。

そ
し
て
物
産
館
に
は
観
光
案

内
所
を
併
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
こ
で
多
く
の
人
に
観
光
情
報

を
知ってい
た
だ
き
、四
季
折
の々

魅
力
あ
ふ
れ
る
八
女
・
奥
八
女

を
感
じ
てい
た
だ
き
たいで
す
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
観
光
物

産
館
「
と
き
め
き
」（
☎
２
２
・

７
７
３
０
）
▽
定
休
日
：
第

２
・
４
月
曜
※
年
末
年
始
は
12

月
31
日
～
１
月
２
日
ま
で
休
館

▽
八
女
軽
ト
ラ
市
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

茶のくに観光案内所のおすすめスポット No.8

八女観光物産館「ときめき」
in八女

茶のくに観光案内所 おおいし

明けましておめでとうございま
す。今年も八女の素敵なお
すすめスポットを紹介します！

藤田 琉
りゅうせい

成ちゃん

Ｈ25年1月21日生（山崎）

1歳おめでとう♡いつも
ニコニコ笑顔のゆうくん。
元気いっぱい育ってね。

これからも元気いっぱ
いの笑顔をみせてね♡

お誕生日おめでとう！
これからも元気に育っ
てね♥

元気な昂ちゃん。あな
たの笑顔に家族はみん
な癒されます。

今村 春
は る と

翔ちゃん丸林 亜
あ き

希ちゃん

田中 瑚
こ ゆ き

雪ちゃん

Ｈ25年1月5日生（星野村）Ｈ25年1月4日生（馬場）

Ｈ25年1月17日生（白木）
岩辺 昂

こ う た

太ちゃん

Ｈ25年1月16日生（本町）

橋本 侑
ゆうせい

星ちゃん 松尾 向
ひ な た

日葵ちゃん

Ｈ25年1月22日生（宅間田） Ｈ25年1月24日生（柳瀬）

果物大好きな春翔く
ん。すくすく元気に育っ
てね。

1歳のお誕生日おめでと
う！あきちゃんの笑顔
が大好きだよ♡

げんきいっぱい！えがお
いっぱい！みんなしあわせ
い～っぱい♡ありがとう

にこにこ笑顔の茉代
ちゃん！元気にすくす
くと育ってね！

えいちゃん♡この笑顔で
みんなに愛される子に
なってね♡

祝1歳☆いつも元気な
結菜ちゃん！これから
もすくすく育ってね♡

1歳おめでとう♡
元気にすくすく育って
ね！

たくさん食べて遊んで
元気に大きくなってね
♡笑顔をありがとう☆

☆お誕生日おめでとう
☆みんなを笑顔にして
くれてありがとう♡

光朗おたんじょう日お
めでとう。げんきに大
きくなってね。

誕生日おめでとう。たく
さん遊んでたくさん食
べて大きくなってね。

笑顔が素敵なゆきちゃ
ん、1歳おめでとう！元
気に大きくなあれ♡

いつも笑顔の竜汰、お
姉ちゃんと仲良く元気
にスクスク育ってネ！

わかちゃん１歳おめで
とう♡姉妹仲良く元気
に育ってね♡

１歳おめでとう♡
お兄ちゃんと仲良く元
気に育ってね�

1歳の誕生日おめでとう
♡これからも元気いっ
ぱい大きくなってね。

1歳おめでとう♡
たくさん食べて元気に
育ってね�

栗原 美
み う

羽ちゃん

野田 光
みつろう

朗ちゃん 藤木 瑛
え い と

翔ちゃん中島 優
ゆ き

希ゃん

内野 竜
りゅうた

汰ちゃん元田 和
わ か な

果菜ちゃん濱㟢 光
ひかる

ちゃん 栗原 瑞
みずき

ちゃん

西田 透
と う ま

真ちゃん

西木 茉
ま し ろ

代ちゃん 石井 詠
え い と

登ちゃん甲木 結
ゆ な

菜ちゃん加藤 乃
の あ

愛ちゃん

永尾 美
み う

羽ちゃん

Ｈ25年1月6日生（矢部村）

Ｈ25年1月26日生（大福寺） Ｈ25年1月28日生（室岡）Ｈ25年1月27日生（忠見）

Ｈ25年1月5日生（室岡）Ｈ25年1月4日生（吉田）Ｈ25年1月3日生（吉田） Ｈ25年1月5日生（矢部村）

Ｈ25年1月30日生（蒲原）

Ｈ25年1月17日生（稲富） Ｈ25年1月20日生（蒲原）Ｈ25年1月15日生（室岡）Ｈ25年1月7日生（稲富）

Ｈ25年1月31日生（蒲原）

おたんじょうびおめでとう 満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）

【
お
詫
び
と
訂
正
】
広
報
や
め
12
月
１
日
号
24
ペ
ー
ジ
の
「
茶
の

く
に
観
光
案
内
所
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
」
の
中
の
辻
田
理
恵
さ

ん
は
辻
田
理
絵
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▼
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た

「
田
代
の
風
流
」。
ど
う
し
て
も

は
さ
み
箱
に
目
を
奪
わ
れ
ま

す
が
、毛
槍
の
投
げ
渡
し
や
奉

納
さ
れ
る
風
流
な
ど
必
見
で

す
。
広
報
担
当
に
な
っ
て
ほ
ぼ

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
が
、
見
な

い
と
年
の
瀬
を
迎
え
た
気
分

に
な
り
ま
せ
ん
。
私
の
好
き
な

祭
り
の
一つ
で
す
（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
多

く
の
方
の
笑
顔
に
出
会
っ
た
昨

年
。い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
、時
に
は
笑
い
、時
に
は

泣
き
、時
に
は
ご
迷
惑
を
か
け
、

時
に
は
お
し
か
り
を
受
け
た
り

し
な
が
ら
の
１
年
間
で
し
た
。今

年
も
八
女
の
様
々
な
魅
力
を

皆
様
に
お
伝
え
す
べ
く
、
担
当

は
市
内
を
馬
の
ご
と
く
駆
け
回

る
予
定
で
す
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女
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